
（　）―　　― 29

は
　
じ
　
め
　
に

　『
竹
取
物
語
』
で
は
、
か
ぐ
や
姫
が
月
を
見
て
い
る
と
、
竹
取
の
翁
が
姫
に｢

月
の
顔
見
る
は
、
忌
む
こ
と｣

と
い
う
。
そ
の
月
で
罪

を
犯
し
た
女
性
が
か
ぐ
や
姫
で
あ
る
と
現
在
の
竹
取
物
語
で
は
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
月
が
風
雅
の
対
象
と
い
う
よ
り
も
、
忌
む
べ
き

内
容
の
あ
る
こ
と
は
、
万
葉
集
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
ら
れ
る
。
月
は
、
人
に
喜
ば
れ
る
美
し
い
存
在
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　
大
伴
家
持
が
季
節
に
敏
感
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
り
わ
け
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
植
物
名
を
う
た
っ
た
歌
な
ど
で
知
ら
れ
る
。
暦
で
も
立
春
と

正
月
、
立
夏
と
四
月
、
こ
れ
ら
に
は
特
に
鋭
敏
で
あ
っ
た
。
万
葉
集
で
一
番
新
し
い
天
平
宝
字
三
年
の
歌
（
二
十
・
四
五
一
六
）
は
、
立

春
と
元
旦
が
重
な
る
珍
し
い
日
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
立
夏
で
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
鳴
か
な
い
、
或
い
は
暦
で
夏
の
四
月
に
な
っ
た
の
に
ホ
ト

ト
ギ
ス
が
鳴
か
な
い
、
越
中
で
は
都
に
あ
る
植
物
が
少
な
い
な
ど
は
、
北
国
越
中
守
時
代
に
複
数
の
機
会
で
触
れ
て
い
る
。

　
月
は
国
の
異
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
月
読
と
も
い
わ
れ
て
暦
と
深
く
関
わ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
天
体
の
月
で
夜
を
照
ら
す
と

言
う
こ
と
ば
か
り
か
、
神
の
存
在
で
も
あ
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
、
ツ
ク
ヨ
ミ
、
ス
サ
ノ
オ
は
、
日
本
神
話
で
三
貴
子
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
存

在
で
あ
っ
た
。

　
こ
こ
で
は
、
天
体
の
月
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、
七
夕
歌
な
ど
に
は
難
し
い
判
断
の
例
が
多
い
。
こ
の
考
察
は
以
下
の
三
首
（
一
五
九

大
伴
家
持
の
「
月
歌
」

―

不
思
議
な
月―

森
　
　
　
　
　
　
　
　
斌

106



（　） ―　　―30 森　　　　　　　　斌

六
番
は
二
十
歳
代
、
三
九
八
八
は
三
十
歳
、
四
○
二
九
番
は
三
十
一
歳
の
そ
れ
ぞ
れ
創
作
）
を
中
心
に
不
思
議
な
月
の
存
在
を
配
慮
し
て

み
た
い
。

　
　
大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

妹
が
家
の
門
田
を
見
む
と
う
ち
出
で
来
し
心
も
著
く
照
る
月
夜
か
も
（
八
・
一
五
九
六
）

　
　
四
月
十
六
日
夜
裏
遙
か
に
霍
公
鳥
の
喧
く
を
聞
き
て
懐
を
述
ぶ
る
歌
一
首

ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
音
遙
け
し
里
遠
み
か
も
（
十
七
・
三
九
八
八
）

　
　
右
一
首
は
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

珠
洲
の
海
に
朝
開
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
（
十
七
・
四
○
二
九
）

　
　
右
の
件
の
歌
詞
は
、
春
の
出
挙
に
依
り
て
、
諸
郡
を
巡
行
し
、
当
時
当
所
に
し
て
、
属
目
し
て
作
れ
り
。

　
な
お
、
万
葉
の
月
歌
の
数
に
つ
い
て
は
、
下
田
忠
氏
は
、
百
九
十
六
首
、
ま
た
小
野
寛
氏
は
百
八
十
八
例
と
し
て
い
る

（
注
1
）。

ち
な
み
に	

浅
見
徹
氏
は
、
引
用
し
た
四
○
二
九
番
を
も
参
考
に
し
て
、「
多
く
は
夜
の
闇
を
照
ら
す
灯
火
の
役
割
し
か
割
り
振
ら
れ
て
い
な
い
。
あ

と
は
、
満
ち
欠
け
て
…
東
か
ら
西
へ
渡
る
も
の
…
仲
秋
の
名
月
を
賞
す
る
態
度
は
み
ら
れ
な
い
」
と
し
て
い
る
が
、
不
思
議
な
月
の
存
在

に
触
れ
な
い

（
注
2
）。

　
歌
の
引
用
は
、
基
本
的
に
Ｃ
Ｄ
ロ
ム
版
（
塙
書
房
）
万
葉
集
に
よ
る
が
、
創
作
年
次
は
、
中
西
進
氏
著
『
大
伴
家
持
万
葉
歌
人
と
生
涯
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（
1
か
ら
6
）』（
角
川
書
店
）
に
負
う
。

一
　
家
持
の
き
よ
き
月

　
家
持
の
「
月
歌
」
と
は
、
天
体
の
「
月
」
の
語
を
用
い
た
歌
を
い
う
。
万
葉
集
で
は
、「
月
」（
つ
き
、
つ
く
）「
月
夜
」「
暁
月
」「
暁
月	

夜
」「
夕
月
」「
夕
月
夜
」「
三
日
月
」「
望
月
」「
居
待
月
」「
月
の
舟
」「
月
人
（
を
と
こ
）」「
月
読
（
を
と
こ
）」「
さ
さ
ら
え
を
と
こ
」「
白

真
弓
」
が
天
体
の
月
を
い
う
言
葉
で
あ
る
。
様
々
な
考
え
が
あ
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
万
葉
集
の
月
歌
は
、
百
九
十
四
首
と
し
た

（
注
3
）。

そ
れ
ら

に
基
づ
き
家
持
の
月
歌
二
十
三
首
を
年
齢
順
に
歌
番
号
、
そ
し
て
歌
詞
を
示
す
。

Ⅰ
　
習
作
時
代
（
八
首
）

十
六
歳	

（
天
平
五
年
）	

	

九
九
四
　
　（
振
り
放
け
て
　
三
日
月
見
れ
ば
）

十
九
歳	

（
天
平
八
年
）	

九
月	

一
五
六
九
　（
清
く
照
り
た
る
　
こ
の
月
夜
）

二
十
一
歳	

（
天
平
十
年
）	

七
月
七
日	
三
九
○
○
　（
ま
そ
鏡
　
清
き
月
夜
に
）

	

天
平
十
一
年
か
ら
十
二
年	
七
三
六
　
　（
月
夜
に
は
　
門
に
出
で
立
ち
）

	
		

	

一
五
○
七
　（
ま
そ
鏡
　
清
き
月
夜
に
）

	
		

	

一
五
○
八
　（
望
ぐ
た
ち
　
清
き
月
夜
に
）　

	

天
平
十
一
年
か
ら
十
五
年	

一
五
九
六
　（
心
も
著
く
　
照
る
月
夜
か
も
）

	

天
平
十
二
年
か
ら
十
六
年	

七
六
五
　
　（
月
夜
良
み
　
門
に
出
で
立
ち
）
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Ⅱ
　
越
中
時
代
（
十
三
首
）

三
十
歳	

（
天
平
十
九
年
）	

四
月
十
六
日	

三
九
八
八
　（
ぬ
ば
た
ま
の
　
月
に
向
か
ひ
て
）

三
十
一
歳	

（
天
平
二
十
年
）	

二
月
～
三
月	

四
○
二
九
　（
長
浜
の
浦
に
　
月
照
り
に
け
り
）

	

（
同
年
）	

三
月
二
十
六
日	

四
○
五
四
　（
燈
火
を
　
月
夜
に
な
そ
へ
）

	
（
同
年
）	

四
月	

四
○
七
二
　（
ぬ
ば
た
ま
の
　
夜
渡
る
月
を
）

三
十
二
歳	
（
天
平
二
十
一
年
）
三
月
十
六
日	

四
○
七
六
　（
月
見
れ
ば
　
同
じ
き
里
を
）

三
十
二
歳	

（
天
平
勝
宝
元
年
）
十
二
月	

四
一
三
四
　（
雪
の
上
に
　
照
れ
る
月
夜
に
）

三
十
三
歳	

（
天
平
勝
宝
二
年
）
三
月	

四
一
六
○
　（
照
る
月
も
　
満
ち
欠
け
し
け
り
）

	

（
同
年
）	
三
月
二
十
日	

四
一
六
六
　（
暁
の
　
月
に
向
か
ひ
て
）

	

（
同
年
）	
四
月
三
日	

四
一
七
七
　（
夕
さ
ら
ば
　
月
に
向
か
ひ
て
）

	

（
同
年
）	

四
月	

四
一
八
一
　（
さ
夜
ふ
け
て
　
暁
月
に
）

	

（
同
年
）	

四
月
九
日	

四
一
九
二
　（
夕
月
夜
　
か
そ
け
き
野
辺
に
）

	

（
同
年
）	

四
月
十
二
日	
四
二
○
六
　（
こ
の
浜
に
　
月
夜
飽
き
て
む
）

三
十
四
歳
（
天
平
勝
宝
三
年
）	

八
月	
四
二
五
四
　（
天
地
　
日
月
と
共
に
）

Ⅲ
　
少
納
言
時
代
（
二
首
）

三
十
六
歳	

（
天
平
勝
宝
五
年
）	

七
月	

四
三
一
一
　（
う
ら
待
ち
居
る
に
　
月
傾
き
ぬ
）　

三
十
八
歳	

（
天
平
勝
宝
七
年
）	

八
月
十
三
日	

四
四
五
三
　（
清
き
月
夜
に
　
見
れ
ど
飽
か
ぬ
か
も
）
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月
歌
で
は
、
習
作
時
代
に
ほ
と
ん
ど
「
月
夜
」
を
用
い
て
い
な
が
ら
、
越
中
で
は
ほ
ぼ
「
月
」
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
月
と
結
び
つ
く

代
表
的
な
詩
語
と
し
て
、
さ
や
か
、
き
よ
し
、
或
い
は
照
る
な
ど
が
万
葉
の
月
歌
に
あ
る
。
ま
ず
、｢

さ
や
に
、
ま
さ
や
か
に
、
さ
や
け

し｣
な
ど
の
「
さ
や
」
系
と｢

き
よ
し
、
き
よ
む｣

な
ど
の
「
き
よ
」
系
に
二
区
分
し
て
配
慮
す
る
。
元
々
は｢

さ
や
け
し｣

は
、
音
と

関
わ
る
。「
き
よ
し
」
の
語
源
は
不
明
で
あ
っ
て
も
、
光
と
関
わ
り
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
家
持
の
月
歌
は
、「
さ
や
か
」「
さ
や
け
し
」｢

さ
や
け
き｣

と
い
う
言
葉
を
修
飾
語
に
選
ん
で
い
る
歌
が
な
い
。
清
き
、
清
く
と
い
う

月
が
五
首
、
照
る
、
照
り
と
い
う
月
が
五
首
、
そ
し
て
清
く
照
り
た
る
月
が
一
首
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
傾
向
も
あ
っ
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
と

結
び
つ
く
月
に
向
か
っ
て
鳴
く
と
い
う
こ
と
で
は
、「
照
る
」
と
い
う
形
容
が
月
に
普
通
用
い
ら
れ
る
の
で
、
照
る
月
は
越
中
時
代
の
作

品
に
多
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
習
作
時
代
と
少
納
言
時
代
に
は
、
清
き
月
夜
と
い
う
表
現
が
目
立
つ
。
万
葉
一
般
で
は
照
る
月
が
圧
倒
的

で
あ
る
の
で
、
そ
の
点
で
も
個
性
的
で
は
あ
る
。
そ
こ
で
参
考
に
し
た
い
の
が
、
大
伴
の
名
前
に
ど
の
よ
う
な
修
飾
語
を
用
い
て
い
る
か

で
あ
る
。

　
家
持
は
、
そ
の
歌
で
丈
夫
た
る
「
大
伴
」
で
あ
る
と
繰
り
返
し
う
た
う
。
大
伴
古
慈
斐
が
讒
言
で
拘
束
さ
れ
た
。
三
十
九
歳
の
天
平
勝

宝
八
歳
六
月
に
古
慈
斐
事
件
の
一
連
で
、
家
持
は
「
あ
た
ら
し
き
　
清
き
そ
の
名
」（
四
四
六
五
）
と
長
歌
で
い
い
、
二
首
の
短
歌
で
も	

「
明
ら
け
き
名
に
負
ふ
伴
の
緒
」（
四
四
六
六
）「
さ
や
け
く
負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
そ
」（
四
四
六
七
）
と
い
う
。
さ
ら
に
病
に
あ
っ
て

無
常
を
意
識
し
た
歌
二
首
で
も
山
川
を
「
さ
や
け
き
見
つ
つ
」（
四
四
六
七
）
と
い
っ
て
悟
り
の
道
を
表
し
、
歩
み
を
「
清
き
そ
の
道
」

（
四
四
六
八
）
と
う
た
い
悟
り
を
表
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
あ
き
ら
か
に
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
「
さ
や
け
き
」｢

さ
や
け
く｣

と
「
清
き
」

を
用
い
て
い
て
、「
明
ら
け
き
」
も
重
な
っ
て
い
る
表
現
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
古
来
か
ら
第
五
句
が
な
か
な
か
定
訓
を
得
ら
れ
な
い
歌
が
あ
る
。
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わ
た
つ
み
の
豊
旗
雲
に
入
り
日
見
し
今
夜
の
月
夜
清
く
照
り
こ
そ
（
清
明
己
曽
）（
一
・
十
五
）

　
引
用
し
た
中
大
兄
の
歌
は
、
六
六
一
年
正
月
に
百
済
救
援
の
航
海
で
う
た
わ
れ
た
。
月
夜
を
第
五
句
で
原
文
が
「
清
明
」
と
し
て
い	

る
。
こ
の
表
記
を
ど
う
読
む
か
、
古
来
十
数
種
の
説
が
あ
る
。
し
か
し
、
近
代
の
一
般
的
に
は
「
さ
や
に
て
り
こ
そ
」（
岩
波
大
系
、
和

歌
文
学
大
系
）「
ま
さ
や
か
に
こ
そ
」（
沢
瀉
注
釈
）「
さ
や
け
か
り
こ
そ
」（
全
集
、中
西
全
訳
注
、岩
波
新
大
系
）「
さ
や
け
く
あ
り
こ
そ
」	

（
新
潮
古
典
集
成
）
な
ど
と
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
現
代
の
注
釈
書
に
は
あ
る
傾
向
が
あ
る

（
注
4
）。

即
ち
、
月
の
光
を
「
さ
や
」
と
い
う
竹
の
葉

ず
れ
な
ど
に
語
源
を
持
つ
「
さ
や
け
し
」「
さ
や
に
」
で
訓
む
現
代
の
研
究
で
あ
る
。
万
葉
の
一
般
的
に
は
、
月
の
光
は
、「
き
よ
し
」
と

い
う
傾
向
が
あ
り
、『
時
代
別
国
語
辞
典
上
代
編
』
に
は
、「
主
と
し
て
視
覚
に
つ
い
て
い
う
。
川
お
よ
び
、
河
原
・
浜
・
な
ぎ
さ
等
水
辺

の
描
写
に
用
い
る
こ
と
が
多
く
、
月
光
に
関
し
て
用
い
る
場
合
が
こ
れ
に
つ
ぐ
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
最
近
の
研
究
と
異
な

る
訓
が
阿
蘇
瑞
枝
氏
で
あ
る

（
注
5
）。

万
葉
集
の
さ
や
け
し
の
世
界
と
は
隔
た
り
が
あ
る
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
訓
と
し
て
最
善
の
も
の
と
し
て	

「
き
よ
く
て
り
こ
そ
」
を
支
持
し
た
い
、
と
述
べ
る
。
理
由
の
一
つ
に
「
清
明
心
」（
敏
達
十
年
二
月
）「
清
白
心
」（
斉
明
四
年
四
月
）
が

「
き
よ
く
あ
か
き
こ
こ
ろ
」
と
訓
ま
れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
い
る
。

　
野
田
浩
子
氏
は
、「
き
よ
し
」「
さ
や
け
し
」「（
ま
）
さ
や
（
か
）
に
」
と
三
分
類
し
て
万
葉
の
用
例
を
表
に
し
て
い
る

（
注
6
）。

野
田
氏
と
異

に
す
る
が
、「
ま
さ
や
か
」
も
「
さ
や
」
系
と
し
て
一
括
し
て
二
分
類
と
し
て
調
査
し
た
。「
さ
や
」
系
と
「
き
よ
」
系
と
い
う
こ
と
で
あ

る
が
、
月
と
結
び
つ
く
例
を
調
べ
る
と
、
さ
や
系
が
七
例
、
き
よ
系
が
十
五
例
で
あ
る
。
万
葉
集
中
で
用
い
ら
れ
た
さ
や
系
の
歌
語
を
持

つ
歌
は
、
五
十
首
ほ
ど
で
あ
り
、
き
よ
系
の
歌
語
を
持
つ
歌
は
、
八
十
首
ほ
ど
で
あ
る
。
当
然
そ
れ
ら
の
用
例
に
は
、
例
え
ば
九
○
七
番

の
笠
金
村
、
一
○
○
五
番
の
山
部
赤
人
、
一
七
三
七
番
の
兵
部
川
原
、
三
二
三
四
番
、
三
九
九
一
番
の
家
持
、
四
○
○
三
番
の
大
伴
池
主

は
、
一
首
中
で
両
系
統
の
歌
語
を
用
い
て
い
る
。
そ
し
て
全
て
に
共
通
す
る
の
は
、
川
の
水
音
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
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古
事
記
歌
謡
と
日
本
書
紀
歌
謡
に
は
、「
さ
や
」
系
の
言
葉
が
あ
っ
て
も
、「
き
よ
」
系
の
形
容
語
が
な
い
。
ま
た
、
仮
名
書
き
例
と
し	

て
は
、
万
葉
集
に
は
案
外
確
実
に
古
い
初
期
万
葉
の
例
が
な
い
。
と
こ
ろ
が
家
持
の
月
表
現
は
、「
ま
そ
鏡
清
き
月
夜
に
た
だ
一
目
見
す

る
ま
で
に
」（
一
五
○
七
）、「
望
ぐ
た
ち
清
き
月
夜
に
」（
一
五
○
八
）、「
ま
そ
鏡
清
き
月
夜
に
」（
三
九
○
○
）、「
清
き
月
夜
に
見
れ
ど

飽
か
ぬ
か
も
」（
四
四
五
三
）、「
清
く
照
り
た
る
こ
の
月
夜
」（
一
五
六
九
）
で
あ
っ
た
。

　
一
方
万
葉
一
般
で
は
、「
さ
や
か
に
」「
さ
や
け
か
り
」「
さ
や
け
く
」（
二
首
）「
さ
や
け
さ
」「
さ
や
け
し
」「
さ
や
か
に
」
と
月
の
結

び
つ
き
が
あ
り
、
七
首
を
数
え
る
。
家
持
も
さ
や
系
の
言
葉
は
七
首
に
用
い
て
い
る
が
、
案
外
山
川
と
い
う
一
般
的
な
も
の
も
あ
る
が
、

「
君
が
上
は
さ
や
か
に
聞
き
つ
」（
四
四
七
四
）、「
さ
や
け
く
負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
そ
」（
四
四
六
七
）、「
春
へ
と
さ
や
に
な
り
ぬ
れ
ば	

ど
」（
四
四
三
四
）
と
す
る
用
い
方
も
あ
る
。

　
繰
り
返
す
が
「
き
よ
し
」
と
は
視
覚
的
な
色
合
い
の
強
い
言
葉
で
あ
る
。
月
の
光
で
も
さ
や
か
よ
り
も
用
例
が
多
い
こ
と
で
も
そ
の

こ
と
は
知
ら
れ
る
。
例
え
ば
き
よ
系
の
形
容
を
も
つ
月
歌
十
五
首
あ
る
中
で
、「
き
よ
き
月
」
と
い
う
万
葉
歌
は
八
首
あ
る
。
き
よ
き	

「
あ
り
そ
」（
一
首
）「
い
そ
」（
一
首
）「
か
は
せ
」（
二
首
）「
か
は
ら
」（
七
首
）「
か
ふ
ち
」（
五
首
）「
し
ら
は
ま
」（
二
首
）「
せ
」（
八	

首
）「
な
」（
二
首
）「
な
ぎ
さ
」（
三
首
）「
は
ま
へ
」（
三
首
）「
御
田
屋
」（
一
首
）「
や
ま
へ
」（
一
首
）「
ゆ
ふ
べ
」（
一
首
）
な
ど
の
歌

語
が
あ
る
。
一
般
的
に
は
川
の
形
容
に
も
さ
や
系
の
言
葉
と
同
様
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
或
い
は
海
辺
も
同
様
に
水
辺
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
そ
の
中
で
は
特
殊
な
の
は
、
家
持
に
「
き
よ
き
そ
の
名
」
と
い
う
例
が
二
首
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
家
持
は
、
清
き
月
夜
、
清
き
瀬
、

清
き
河
原
な
ど
も
用
い
て
い
る
が
、
名
前
が
輝
く
意
味
の
形
容
に
も
し
て
い
る
。

　
さ
て
、
山
紫
水
明
の
地
で
あ
り
、
聖
地
の
存
在
と
し
て
の
吉
野
が
あ
る
。
そ
こ
で
は
川
、
山
な
ど
の
表
現
が
豊
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
長	

歌
に
よ
る
吉
野
賛
歌
の
伝
統
は
、
柿
本
人
麻
呂
（
一
・
三
六
か
ら
三
九
）、
笠
金
村
（
六
・
九
○
七
か
ら
九
一
二
、
九
二
○
か
ら
九
二
二
）、

山
部
赤
人
（
六
・
九
二
三
か
ら
九
二
七
、一
○
○
五
、一
○
○
六
）、
車
持
千
年
（
六
・
九
一
三
か
ら
九
一
六
）、
旅
人
、
そ
し
て
大
伴
家
持
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（
十
八
・
四
○
九
八
か
ら
四
一
○
○
）
と
い
う
史
的
展
開
に
な
る
。

　
家
持
は
、
吉
野
行
幸
を
予
想
し
て
、
予
め
創
作
し
た
。
歌
に
は
そ
の
前
後
の
作
に
日
時
が
記
さ
れ
て
い
て
、
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二

日
と
十
四
日
と
の
間
に
作
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
吉
野
行
幸
は
持
統
天
皇
が
有
名
で
あ
る
が
、
聖
武
天
皇
も
試
み
た
。
養
老
七
年

の
皇
太
子
時
代
に
は
、
笠
金
村
が
、
あ
る
説
で
は
車
持
千
年
も
う
た
っ
て
い
る
。
神
亀
二
年
の
聖
武
天
皇
の
行
幸
に
は
、
笠
金
村
と
山
部

赤
人
が
吉
野
賛
歌
を
作
っ
て
い
る
。
金
村
は
「
山
川
を
　
清
み
さ
や
け
み
」（
九
○
七
）「
川
の
瀬
の
　
清
き
を
見
れ
ば
」（
九
二
○
）、
千

年
は
「
清
き
河
原
を
　
見
ら
く
惜
し
も
」（
九
一
三
）、
赤
人
は
「
川
な
み
の
　
清
き
河
内
そ
」（
九
二
三
）「
久
木
生
ふ
る
清
き
河
原
に
」

（
九
二
五
）
と
川
の
形
容
を
中
心
に
「
き
よ
し
」
系
の
言
葉
が
多
用
さ
れ
て
い
る
。
一
例
金
村
に
「
さ
や
け
み
」
が
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど

人
麻
呂
に
始
ま
る
「
山
川
の
　
清
き
河
内
と
」（
一
・
三
六
）
と
い
う
類
似
の
言
葉
が
用
い
ら
れ
、
金
村
・
赤
人
は
さ
ら
に
叙
景
的
な
内

容
の
発
展
と
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
旅
人
は
、
少
し
様
子
が
違
う
。「
さ
や
け
し
」
一
点
に
集
約
し
て
、
長
久
に
続
く
吉
野
を
讃
え
、

天
皇
賛
美
と
し
て
い
る
。
と
く
に
反
歌
は
、「
な
り
に
け
る
か
も
」
は
、
志
貴
皇
子
の
「
春
に
な
り
に
け
る
か
も
」（
八
・
一
四
一
八
）
と

あ
る
春
を
連
想
さ
せ
る
吉
野
「
象
の
小
川
」
の
新
し
い
発
見
美
で
あ
る
。
ま
た
赤
人
は
、
天
平
八
年
夏
六
月
に
吉
野
賛
歌
（
六
・
一
○
○	

五
、
一
○
○
六
）
を
作
る
。
神
亀
二
年
（
七
二
五
）
か
ら
二
十
四
年
後
に
、
ま
た
天
平
八
年
（
七
三
六
）
か
ら
で
も
十
三
年
後
の
天
平
感

宝
元
年
（
七
四
九
）
五
月
に
、
家
持
は
吉
野
賛
歌
を
作
っ
て
い
る
。
聖
武
天
皇
か
ら
孝
謙
女
帝
の
時
代
が
始
ま
る
の
は
、
同
年
七
月
で
あ	

る
。

　
家
持
は
、
三
十
二
歳
の
天
平
感
宝
元
年
五
月
に
陸
奥
国
か
ら
出
金
し
た
折
り
に
、
詔
で
大
伴
が
讃
え
ら
れ
た
こ
と
を
祝
う
歌
（
十
八
・	

四
○
九
四
か
ら
四
○
九
七
）
を
作
る
が
、
そ
こ
に
「
大
夫
の
　
清
き
そ
の
名
を
」
と
い
い
、
一
例
だ
け
「
清
き
」
を
用
い
て
い
る
。
と
こ	

ろ
が
、
吉
野
賛
歌
で
は
、
伝
統
的
な
「
見
」
の
復
活
を
試
み
な
が
ら
、
旅
人
や
赤
人
な
ど
が
試
み
た
叙
景
的
な
発
展
を
試
み
て
い
な
い
。	

ま
た
、「
清
し
」「
さ
や
け
し
」
も
使
わ
な
い
。
中
西
進
氏
は
、
継
続
を
表
す
言
葉
の
多
用
、
そ
し
て
「
君
臣
唱
和
」
の
主
題
を
説
明
し
て	
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い
る

（
注
7
）。

昔
の
栄
光
を
現
在
も
夢
見
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
や
系
と
き
よ
系
の
形
容
に
も
関
わ
る
の
が
「
名
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
吉
野
賛

歌
で
は
「
も
の
の
ふ
の
　
八
十
伴
の
緒
も
　
己
が
負
へ
る
　
己
が
名
負
ふ
負
ふ
」（
四
○
九
八
）
と
う
た
い
、
人
麻
呂
か
ら
赤
人
ま
で
の

吉
野
賛
歌
に
お
い
て
こ
の
こ
と
は
誰
も
が
試
み
な
か
っ
た
こ
の
名
前
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
家
持
に
は
あ
る
。
そ
も
そ
も
憶
良
に
も
あ
っ

た
。

　
　
山
上
臣
憶
良
、
沈
痾
り
し
時
の
歌
一
首

士
や
も
空
し
く
あ
る
べ
き
万
代
に
語
り
継
ぐ
べ
き
名
は
立
て
ず
し
て
（
六
・
九
七
八
）

右
の
一
首
、
山
上
憶
良
臣
の
沈
痾
り
し
時
に
、
藤
原
朝
臣
八
束
、
河
辺
朝
臣
東
人
を
使
は
し
て
疾
め
る
状
を
問
は
し
む
。
こ
こ

に
、
憶
良
臣
、
報
ふ
る
語
已
に
畢
り
、
須
く
あ
り
て
涕
を
拭
ひ
悲
し
び
嘆
き
て
、
こ
の
歌
を
口
吟
ふ
。

　
辰
巳
正
明
氏
は
、
憶
良
の
名
前
が
揚
が
る
こ
と
に
拘
っ
て
い
る
こ
と
を
、
儒
教
の
孝
行
を
配
慮
し
て
中
国
思
想
に
真
摯
に
向
か
い
合
っ

た
憶
良
の
人
間
性
と
判
断
さ
れ
た

（
注
8
）。

そ
れ
は
、
山
上
憶
良
が
そ
の
親
に
誉
め
ら
れ
る
立
身
出
世
で
あ
り
、
加
え
て
物
質
的
に
も
、
社
会
的

に
も
恵
ま
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
現
代
人
の
個
人
に
近
い
も
の
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
。

　
家
持
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
陸
奥
国
で
金
が
発
見
さ
れ
た
時
に
、
宣
命
が
あ
っ
た
。
天
平
二
十
一
年
四
月
一
日
で
あ
っ
た
が
、

そ
こ
で
は
大
伴
氏
の
功
績
が
讃
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
天
平
感
宝
元
年
五
月
十
二
日
に
「
陸
奥
国
よ
り
金
を
出
せ
る
詔
書
を
賀
け
る	

歌
」（
十
八
・
四
○
九
四
か
ら
四
○
九
七
）
を
作
る
。
長
歌
（
四
○
九
四
）
に
は
、
こ
と
さ
ら
名
前
、
氏
に
関
す
る
言
葉
が
多
用
さ
れ
て	

い
て
、「
そ
の
名
を
ば
　
大
久
目
主
と
」「
大
伴
の
　
遠
つ
神
祖
の
」「
大
夫
の
　
清
き
そ
の
名
を
」「
大
伴
と
　
佐
伯
の
氏
は
」「
人
の
子

は
　
祖
の
名
絶
た
ず
」
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
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家
持
の
名
と
は
、
大
伴
氏
で
あ
り
、
先
祖
か
ら
誇
り
と
し
て
き
た
職
業
を
も
含
ん
で
い
る
。
そ
れ
を
、
家
持
は
「
清
き
名
」
と
形
容
し

て
い
る
の
で
あ
る
。「
さ
や
け
し
」「
あ
か
し
」「
あ
き
ら
け
し
」「
う
ま
し
」「
よ
し
」
な
ど
の
形
容
も
あ
る
の
に
、「
清
き
」
と
い
う
。

　
と
こ
ろ
が
天
平
勝
宝
八
歳
（
七
五
六
）
に
は
、
族
を
喩
せ
る
歌
で
は
、「
あ
た
ら
し
き
　
清
き
そ
の
名
そ
」「
虚
言
も
　
祖
の
名
断
つ
な

大
伴
の
　
氏
と
名
に
負
へ
る
　
大
夫
の
伴
」（
四
四
六
五
）、
或
い
は
「
明
ら
け
き
名
に
負
ふ
伴
の
緒
」（
四
四
六
六
）、「
古
ゆ
さ
や
け
く

負
ひ
て
来
に
し
そ
の
名
そ
」（
四
四
六
七
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
あ
た
ら
し
」「
清
き
」「
明
ら
け
き
」「
さ
や
け
く
」
等
の
形
容
を
伴

わ
せ
て
、
先
祖
か
ら
誇
ら
れ
て
い
る
大
伴
の
名
に
拘
る
家
持
が
居
る
。
そ
こ
に
あ
る
の
は
、
山
上
憶
良
が
物
質
や
健
康
を
含
め
て
個
人
的

に
丈
夫
を
願
っ
て
い
る
の
に
、
先
祖
と
共
通
に
生
き
る
大
伴
の
名
前
を
尊
ぶ
家
持
が
居
た
。

　
　
病
に
臥
し
て
無
常
を
悲
し
び
、
道
を
修
め
む
と
欲
ひ
て
作
る
歌
二
首

う
つ
せ
み
は
数
な
き
身
な
り
山
川
の
さ
や
け
き
見
つ
つ
道
を
尋
ね
な
（
二
十
・
四
四
六
八
）

渡
る
日
の
影
に
競
ひ
て
尋
ね
て
な
清
き
そ
の
道
ま
た
も
会
は
む
た
め
（
同
・
四
四
六
九
）

　　
引
用
し
た
二
首
は
、
憶
良
の
影
響
も
あ
る
が
、
父
旅
人
の
大
宰
府
で
の
妻
の
死
と
さ
ら
に
凶
事
が
重
な
っ
た
世
間
空
虚
を
踏
ま
え
つ
つ

反
発
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
家
持
も
思
想
と
は
裏
腹
に
千
年
命
を
願
う
世
間
へ
の
執
着
を
示
し
て
い
る
。
家
持
は
、
三
十
二
歳
の
天
平

感
宝
元
年
五
月
に
陸
奥
国
か
ら
出
金
し
た
折
り
に
、
詔
で
大
伴
氏
が
讃
え
ら
れ
た
。
そ
こ
で
名
前
の
由
来
を
誇
り
、
そ
し
て
そ
れ
を
共
有

す
る
現
在
の
大
伴
氏
を
構
成
す
る
家
持
が
い
る
こ
と
を
誇
る
の
で
あ
る
。
憶
良
が
物
質
や
健
康
を
含
め
て
丈
夫
を
願
っ
て
い
る
の
に
た
い

し
て
、
大
伴
と
い
う
先
祖
と
共
通
に
生
き
る
名
前
の
大
伴
家
持
が
居
る
。

　
家
持
の
月
歌
は
、「
き
よ
き
」｢

き
よ
く
照
り｣

が
用
い
ら
れ
て
い
て
も
、
さ
や
系
の
修
飾
語
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
丈
夫
た
る
大
伴
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の
名
で
は
、
さ
や
け
き
、
き
よ
き
、
ど
ち
ら
も
用
い
て
い
る
。
家
持
の
二
十
三
首
の
月
歌
は
、
光
と
語
源
的
に
き
よ
系
と
照
る
と
い
う
言

葉
の
み
使
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
月
の
光
の
形
容
に
拘
り
を
認
め
た
い
。

　
佐
々
木
健
一
氏
は
、
次
に
引
用
し
た
、

ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ぬ
れ
ば
久
木
お
ふ
る
き
よ
き
川
原
に
千
鳥
し
ば
な
く
（
六
・
九
二
五
）

の
赤
人
歌
に
は
、
光
を
感
じ
る
と
し
て
、「『
清
い
』
の
感
性
は
、
月
の
光
と
と
も
に
川
の
流
れ
を
復
元
し
、『
清
き
河
原
』
は
自
ず
か
ら

換
喩
と
な
る
」
と
い
う

（
注
9
）。

　
家
持
は
、
月
の
光
に
視
覚
と
し
て
敏
感
に
対
応
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
佐
々
木
氏
の
い
う
換
喩
と
し
て｢

き
よ
し｣

と
い
う
形
容
に
つ
な
が
り
、
月
が
視
覚
的
に
き
よ
く
照
ら
す
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

二
　
月
夜
の
風
狂

　
万
葉
集
に
も
月
光
に
よ
る
も
の
狂
い
が
あ
る
。
月
が
風
雅
の
対
象
と
い
う
よ
り
も
、
忌
む
べ
き
内
容
の
あ
る
こ
と
は
、
万
葉
集
に
ま
で

さ
か
の
ぼ
ら
れ
る
。
月
は
、
人
に
喜
ば
れ
る
美
し
い
存
在
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
次
の
二
首
が
証
左
に
な
る
。

大
伴
の
見
つ
と
は
言
は
じ
あ
か
ね
さ
し
照
れ
る
月
夜
に
直
に
逢
へ
り
と
も
（
四
・
五
六
五
　
賀
茂
女
王
）

長
谷
の
弓
月
が
下
に
我
が
隠
せ
る
妻
　
あ
か
ね
さ
し
照
れ
る
月
夜
に
人
見
て
む
か
も
（
十
一
・
二
三
五
三
　
人
麻
呂
歌
集
）

96



（　） ―　　―40 森　　　　　　　　斌

　
万
葉
集
で
枕
詞
「
あ
か
ね
さ
し
」
が
月
に
か
か
る
例
は
、
引
用
し
た
二
首
だ
け
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、「
あ
か
ね
さ
す
」
は
、「
日
」	

「
昼
」
に
結
び
つ
く
が
、
こ
こ
の
「
あ
か
ね
さ
し
」
は
「
照
れ
る
」
に
接
続
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
の
太
陽
の
光
を
形
容
す
る
言
葉	

が
、
夜
空
に
輝
く
月
と
結
び
つ
く
の
で
、
二
首
の
み
な
の
で
あ
ろ
う
。
五
六
五
番
は
、
賀
茂
女
王
の
歌
で
あ
り
、
茜
色
に
照
る
月
と
は
、

尋
常
な
状
態
で
は
な
い
の
で
、
実
景
と
い
う
よ
り
も
何
ら
か
の
寓
意
を
含
ん
で
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
人
麻
呂
歌
集
二
三
五
三
番	

を
参
考
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
人
を
憚
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
隠
し
た
妻
は
私
で
は
な
い
、
他
者
と
の
逢
瀬
を
暗
示
し
て
い
る

こ
と
に
な
り
、
茜
色
の
月
の
異
様
な
状
態
と
重
な
る
。
人
を
常
識
的
に
行
動
さ
せ
な
い
月
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
次
に
芭
蕉
の
風
狂
に
つ
い
て
触
れ
る
。
風
狂
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
理
解
し
た
い
。
す
な
わ
ち
、
芭
蕉
の
俳
諧
と
し
て
風
狂
の
精

神
と
は
、
辞
書
的
に
纏
め
れ
ば
風
雅
に
徹
し
た
人
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
あ
る
社
会
常
識
に
照
ら
し
て
風
雅
に
徹
し
て
い
て
、
芭
蕉
は
そ

れ
を
理
論
と
実
践
で
試
み
た
こ
と
に
な
り
、
そ
の
精
神
の
よ
り
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
は
種
種
の
考
え
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
但
し
、
こ
こ
で

大
事
な
こ
と
は
、
風
雅
に
徹
し
た
、
或
い
は
仏
教
で
あ
れ
、
老
荘
思
想
で
あ
れ
、
尋
常
で
な
い
こ
と
を
風
雅
と
し
て
求
め
て
い
る
こ
と	

を
、
風
狂
と
言
っ
て
い
る
、
と
考
え
る

（
注
10
）。

花
鳥
風
月
は
勿
論
の
こ
と
で
あ
る
が
、
仏
教
で
あ
れ
、
老
荘
思
想
で
あ
れ
、
尋
常
で
な
い
こ
と

を
風
雅
に
徹
し
て
求
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
風
狂
と
は
家
持
も
そ
の
心
を
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

　
次
の
歌
も
風
狂
と
呼
ぶ
べ
き
内
容
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。
月
が
美
し
く
輝
い
て
い
る
か
ら
、
門
田
を
見
た
く
て
来
た
、
と
い
う
一
首
で

あ
る
。
月
夜
に
妹
に
逢
う
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
何
故
妹
で
は
な
い
門
田
で
あ
ろ
う
か
。
門
田
も
勅
撰
三
代
集
に
は
全
く
登
場
し
て
い
な

い
。
中
世
に
は
歌
語
と
し
て
復
活
す
る
の
で
あ
る
が
、
奈
良
貴
族
は
ま
だ
都
市
化
し
て
い
な
い
の
で
、
田
植
え
を
門
田
で
お
こ
な
っ
た
こ

と
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
し
て
も
恋
歌
と
し
て
は
不
思
議
で
あ
る
。
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大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

妹
が
家
の
門
田
を
見
む
と
う
ち
出
で
来
し
心
も
著
く
照
る
月
夜
か
も
（
八
・
一
五
九
六
）

　
家
持
は
、
恋
歌
を
贈
っ
た
り
、
返
歌
が
贈
ら
れ
た
女
性
に
は
、
妻
大
嬢
、
山
口
女
王
、
大
神
女
郎
、
笠
女
郎
、
藤
原
女
郎
、
中
臣
女
郎
、

紀
女
郎
、
平
群
氏
女
郎
、
安
倍
女
郎
、
さ
ら
に
河
内
百
枝
娘
女
、
巫
部
麻
蘇
娘
子
、
日
置
長
枝
娘
女
、
粟
田
女
娘
女
の
名
前
が
知
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
が
名
前
の
知
ら
れ
な
い
「
娘
子
」
と
「
童
女
」
も
い
た
。
情
熱
的
な
恋
歌
を
家
持
に
う
た
う
の
は
、
笠
女
郎
が
著
名
で
あ
る
。
結

局
最
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
歌
を
、
笠
女
郎
が
家
持
に
贈
っ
て
く
る
の
で
あ
る
か
ら
、
片
恋
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

相
思
は
ぬ
人
を
思
ふ
は
大
寺
の
餓
鬼
の
後
に
額
つ
く
ご
と
し
（
四
・
六
○
八
）

　
家
持
は
、
概
し
て
女
郎
と
名
前
が
付
く
恋
歌
で
情
熱
的
な
も
の
が
少
な
く
、
相
手
に
言
葉
で
噛
み
つ
か
れ
た
り
、
挑
発
さ
れ
た
り
し
て

い
て
も
、
歌
の
内
容
は
限
り
な
く
冷
静
で
あ
る
。
し
か
し
、
娘
子
と
い
う
女
性
に
対
し
て
は
複
雑
な
一
面
を
見
せ
て
い
る
。
家
持
の
習
作

時
代
の
恋
歌
は
、
巻
四
と
巻
八
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
相
手
の
名
前
の
知
ら
れ
な
い
歌
は
、
巻
四
に
五
群
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
名

前
の
知
ら
れ
る
河
内
百
枝
娘
子
が
家
持
に
贈
っ
た
二
首
が
あ
る
。

は
つ
は
つ
に
人
を
相
見
て
い
か
に
あ
ら
む
い
づ
れ
の
日
に
か
ま
た
よ
そ
に
見
む
（
七
○
一
）

ぬ
ば
た
ま
の
そ
の
夜
の
月
夜
今
日
ま
で
に
我
は
忘
れ
ず
間
な
く
し
思
へ
ば
（
七
○
二
）
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七
○
一
番
か
ら
は
恋
の
成
就
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
七
○
二
番
か
ら
は
、
逢
っ
た
夜
の
月
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
恐
ら
く
こ
の
後
の

贈
答
が
な
い
の
で
逢
瀬
も
一
度
だ
け
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、
情
緒
的
な
内
容
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
童
女
に
贈
る
歌
が
あ
る

が
、
こ
こ
の
童
女
と
あ
っ
て
も
、
そ
の
言
葉
通
り
と
も
思
え
な
い
の
は
、
な
か
な
か
家
持
へ
の
返
歌
で
才
覚
を
見
せ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　
大
伴
宿
祢
家
持
、
童
女
に
贈
る
歌
一
首

は
ね
縵
今
す
る
妹
を
夢
に
見
て
心
の
内
に
恋
ひ
渡
る
か
も
（
七
○
五
）

　
　
童
女
の
来
報
ふ
る
歌
一
首

は
ね
縵
今
す
る
妹
は
な
か
り
し
を
い
づ
れ
の
妹
そ
そ
こ
ば
恋
ひ
た
る
（
七
○
六
）

　
家
持
が
童
女
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
童
女
の
返
歌
か
ら
は
そ
れ
な
り
の
年
齢
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
童
女
そ
れ
自
体
が
女
性
の
関
心
を
買

う
た
め
の
方
便
で
も
あ
り
、
返
歌
に
「
い
づ
れ
の
妹
そ
そ
こ
ば
恋
ひ
た
る
」
と
あ
っ
て
、
あ
な
た
家
持
だ
け
が
恋
し
て
い
る
と
突
き
放
し

て
い
る
。
　

　
し
か
し
、
巻
四
に
あ
る
、
名
前
の
知
ら
れ
な
い
娘
子
に
対
し
て
は
し
ょ
う
し
ょ
う
勝
手
が
違
う
よ
う
で
あ
る
。
中
西
進
氏
は
、「
お
と

め
た
ち
と
の
恋
」
と
し
て
、
一
（
六
九
一
、六
九
二
）、
二
（
七
○
○
）、
三
（
七
○
五
）、
四
（
七
一
四
か
ら
七
二
○
）、
五
（
七
二
二
）

と
い
う
群
に
区
別
し
て
い
る

（
注
11
）。

家
持
は
娘
子
に
歌
を
贈
っ
た
が
、
童
女
（
七
○
六
）
を
除
き
、
そ
の
返
歌
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
ん
な

娘
子
の
門
で
退
散
し
た
歌
が
あ
る
。
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大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
の
門
に
到
り
て
作
る
歌
一
首

か
く
し
て
や
な
ほ
や
退
ら
む
近
か
ら
ぬ
道
の
間
を
な
づ
み
参
ゐ
来
て
（
七
○
○
）

　
家
持
は
、
武
人
で
あ
る
か
ら
、
颯
爽
と
し
て
馬
で
女
性
宅
に
通
い
た
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
様
子
を
彷
彿
さ
せ
る
歌
も
あ
る
。

千
鳥
鳴
く
佐
保
の
川
門
の
清
き
瀬
を
馬
打
ち
渡
し
い
つ
か
通
は
む
（
七
一
五
）

　
七
一
五
番
が
理
想
で
あ
っ
た
が
、
な
か
な
か
郎
女
達
と
は
勝
手
が
娘
子
は
違
う
ら
し
い
。
そ
こ
で
小
野
寛
氏
が
指
摘
す
る
「
名
を
記
さ

ぬ
『
娘
子
』
へ
の
入
れ
ら
れ
ぬ
恋
」
で
あ
っ
た
と
い
う
想
像
も
客
観
性
を
も
っ
て
く
る

（
注
12
）。

即
ち
、
内
舎
人
で
あ
り
、
佐
保
大
納
言
家
の
大

伴
家
持
で
あ
っ
て
も
、
宮
中
で
働
く
女
官
や
女
郎
と
呼
ば
れ
る
高
貴
な
、
或
い
は
名
門
女
性
と
は
恋
の
思
い
に
違
い
が
あ
り
、
家
持
の
い

い
意
味
で
の
エ
リ
ー
ト
意
識
が
障
害
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
七
○
○
番
は
題
詞
に
「
娘
子
の
門
に
到
り
て
」
と
あ
り
、こ
の
娘
子
と
の
逢
瀬
を
諦
め
て
い
る
が
、そ
れ
に
対
応
す
る
歌
が
巻
四
に
あ
る
。

　
　
大
伴
宿
祢
家
持
、
娘
子
に
贈
る
歌
三
首

一
昨
年
の
先
つ
年
よ
り
今
年
ま
で
恋
ふ
れ
ど
な
ぞ
も
妹
に
逢
ひ
難
き
（
七
八
三
）

現
に
は
更
に
も
え
言
は
じ
夢
に
だ
に
妹
が
手
本
を
ま
き
寝
と
し
見
ば
（
七
八
四
）

我
が
や
ど
の
草
の
上
白
く
置
く
露
の
身
も
惜
し
か
ら
ず
妹
に
逢
は
ざ
れ
ば
（
七
八
五
）
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恋
が
成
就
さ
せ
る
た
め
に
は
、
こ
の
当
時
で
も
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
贈
り
物
と
し
て
の
歌
も
そ
の
手
段
の
一
つ

で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
し
て
も
適
わ
な
い
恋
で
あ
る
な
ら
ば
、
あ
き
ら
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、｢

我
が
や
ど
の
草
の
上
白

く
置
く
露
の
身
も
惜
し
か
ら
ず｣

（
七
八
五
）
と
は
、
比
喩
で
あ
っ
て
も
庭
に
あ
る
草
葉
の
置
く
露
の
ご
と
く
消
え
る
命
で
あ
っ
て
も
惜

し
く
な
い
と
い
う
。
実
際
に
露
が
置
く
草
場
と
し
て
人
間
の
肉
体
を
野
宿
さ
せ
た
の
は
、
山
部
赤
人
で
あ
る
。｢

山
部
宿
祢
赤
人
の
歌
四	

首｣

（
八
・
一
四
二
四
か
ら
一
四
二
七
）
か
ら
最
初
の
一
首
を
引
用
す
る
。

春
の
野
に
す
み
れ
摘
み
に
と
来
し
わ
れ
そ
野
を
な
つ
か
し
み
一
夜
寝
に
け
る
（
八
・
一
四
二
四
）

　
菫
を
摘
む
目
的
に
つ
い
て
は
、
近
代
の
代
表
的
な
注
釈
書
で
は
、
次
の
如
く
で
あ
る
。
窪
田
評
釈
は
、
菫
摘
み
を
衣
を
摺
る
染
料
（
略

解
）
と
す
る
。
土
屋
私
注
・
古
典
全
集
・
新
編
全
集
は
、
菫
摘
み
を
食
料
の
た
め
（
代
匠
記
）
と
す
る
。
武
田
全
註
釈
は
、
菫
つ
み
を
花

と
す
る
。
沢
瀉
注
釈
は
、
菫
を
摘
ん
で
何
の
用
途
に
当
て
る
と
言
う
の
で
は
な
い
、
と
判
断
し
て
い
る
し
、
井
手
全
注
・
中
西
口
訳
注
は
、

花
の
美
し
さ
を
愛
で
る
、
と
い
う
理
解
で
あ
る
。
同
様
に
伊
藤
釈
注
は
、
花
へ
の
愛
好
を
関
心
に
お
い
て
い
る
、
と
す
る
。

　
そ
こ
で
考
え
た
い
の
は
、「
摘
む
」
の
意
味
で
あ
る
。
万
葉
か
ら
用
例
を
探
る
と
十
九
首
が
参
考
に
な
る
。
十
九
首
の
用
例
で
は
、
食

料
と
す
る
植
物
を
摘
む
こ
と
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
例
え
ば
花
を
摘
む
例
と
し
て
は
、
①
「
莫
告
藻
の
花
　
採
む
ま
で
に
」（
七
・
一
二	

七
九
）
②
「
韓
藍
の
花
を
誰
か
採
み
け
む
」（
七
・
一
三
六
二
）
③
「
紅
の
末
摘
花
の
色
に
出
で
ず
と
も
」（
十
・
一
九
九
三
）
④
「
春

の
野
に
　
菫
を
摘
む
と
」（
十
七
・
三
九
七
三
　
池
主
）
の
四
首
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
①
寄
物
発
思
の
歌
で
は
、莫
告
藻
の
花
と
あ
っ
て
、

こ
れ
は
海
草
で
あ
っ
て
陸
上
の
植
物
に
類
似
す
る
が
咲
か
な
い
。
花
が
咲
か
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
花
を
摘
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
で	

あ
っ
て
、
こ
れ
を
永
久
に
逢
え
る
こ
と
に
結
び
つ
け
て
表
現
と
し
て
い
る
。「
な
の
り
そ
」
即
ち
、
名
前
を
言
う
な
、
と
い
う
意
味
を
配
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慮
し
た
類
型
的
な
発
想
で
あ
る
が
、
形
式
的
で
あ
っ
て
も
花
を
摘
む
例
で
は
あ
る
。
ま
た
、
②
譬
喩
歌
の
花
を
摘
む
例
は
、
花
汁
を
染
料

と
す
る
鶏
頭
を
女
性
に
譬
え
て
、
女
性
を
も
の
に
す
る
意
味
と
す
る
。
花
を
摘
む
の
は
女
性
を
も
の
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、

鑑
賞
の
為
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
の
用
例
か
ら
は
、
花
を
摘
む
こ
と
は
、
花
に
対
す
る
鑑
賞
に
基
づ
く
こ
と
は
な
い
。
③
一
九
九
三
番
は
、

こ
れ
も
花
を
染
料
に
す
る
紅
花
を
摘
む
と
い
う
用
例
で
あ
る
。
次
に
④
菫
を
摘
む
例
と
す
る
の
は
、
唯
一
大
伴
池
主
の
作
に
あ
る
。
池
主

の
例
で
は
、
明
ら
か
に
赤
人
の
歌
を
踏
ま
え
て
い
て
、
女
性
が
「
菫
を
摘
む
」
と
い
う
。

　
そ
も
そ
も
摘
む
と
言
え
ば
、
万
葉
歌
で
は
山
菜
を
摘
む
の
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
山
菜
で
あ
れ
ば
、
摘
む
人
と
は
一
般
論
と
し

て
女
性
で
あ
る
。
こ
れ
ら
四
首
中
で
「
春
の
野
に
」
に
対
応
す
る
の
は
、
一
四
二
七
番
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
春
菜
つ
ま
む
」
と
あ
る
。	

「
春
の
野
に
」
の
歌
で
も
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
菫
摘
む
の
は
若
菜
と
す
る
食
料
の
た
め
で
あ
る
。
赤
人
の
作
と
あ
っ
て
も
、
歌
で
言
う
と

こ
ろ
の
摘
む
人
と
は
女
性
と
考
え
て
良
い
の
で
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
、
第
三
句
に
あ
る
「
わ
れ
」
と
は
、
女
性
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
ろ	

う
。
若
菜
摘
み
が
女
性
の
仕
事
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
こ
と
か
ら
は
、
女
性
の
立
場
で
詠
作
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
岡
田
喜
久
男	

氏
は
、
菫
摘
み
を
女
性
の
仕
事
と
判
断
し
て
い
る
が
、
桜
井
満
氏
の
説
で
は
、
ス
ミ
レ
の
歌
を
冒
頭
と
す
る
四
首
（
一
四
二
四
か
ら

一
四
二
七
）
を
絶
句
の
起
承
転
結
の
手
法
に
適
っ
た
構
成
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
首
は
食
べ
物
と
し
て
の
菫
摘
み
を
、
第
二
首
は
春
の
景

と
し
て
の
桜
花
を
、
第
三
首
は
一
転
し
て
雪
を
、
第
四
首
は
雪
の
た
め
若
菜
摘
み
が
出
来
な
く
な
っ
た
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
詠
ん
だ
と	

す
る

（
注
13
）。

　
第
一
首
（
一
四
二
四
）
は
特
別
に
難
解
な
言
葉
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
に
、
意
味
が
通
じ
な
い
箇
所
が
あ
る
。
そ
れ
は
、「
野
を
な

つ
か
し
み
一
夜
寝
に
け
る
」
と
い
う
表
現
で
あ
る
。
こ
れ
は
類
似
表
現
が
無
い
。
し
か
し
、
比
較
し
た
い
表
現
と
し
て
は
、「
一
夜
の
み

寝
た
り
し
か
ら
に
」（
九
・
一
七
五
一
）
と
一
晩
寝
た
ら
風
景
が
変
わ
っ
た
言
う
高
橋
虫
麻
呂
の
例
、「
一
夜
一
日
も
安
け
く
も
無
し
」

（
十
二
・
二
九
三
六
）
と
一
日
一
夜
安
ら
か
で
な
い
と
言
う
例
、「
一
夜
の
故
に
」（
十
八
・
四
○
六
九
）
と
一
夜
で
変
わ
る
の
に
、
ま
た
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一
晩
先
立
つ
故
に
と
言
う
能
登
乙
美
の
例
な
ど
、
一
晩
中
安
眠
で
き
な
い
、
一
夜
思
い
続
け
た
、
等
が
一
般
的
な
例
で
あ
る
。
ま
た
、
歌

垣
で
あ
れ
ば
事
情
が
異
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
野
遊
び
で
あ
れ
ば
昼
間
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
ま
ま
夜
を
過
ご
し
て
そ
こ
で
寝

て
し
ま
う
と
は
、
尋
常
の
こ
と
と
思
え
な
い
。

い
さ
さ
か
に
思
ひ
て
来
し
を
多
の
浦
に
咲
け
る
藤
見
て
一
夜
経
ぬ
べ
し
（
十
九
・
四
二
○
一
）

		

引
用
し
た
久
米
広
縄
歌
が
比
較
的
に
近
い
の
で
あ
る
が
、
野
宿
に
つ
い
て
「
べ
し
」
と
あ
っ
て
、
そ
う
し
た
わ
け
で
な
く
、
あ
く
ま
で

理
想
で
あ
る
。
女
性
に
仮
託
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
赤
人
は
現
実
に
野
宿
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
全
く
そ
の
意
味
で

類
型
が
な
い
。
野
宿
す
る
こ
と
が
珍
し
い
と
思
え
な
い
が
、
し
か
し
一
夜
眠
ら
れ
な
い
、
思
い
続
け
た
、
夜
毎
夢
見
る
こ
と
等
は
、
表
現

と
し
て
万
葉
歌
に
登
場
し
て
い
る
。「
な
つ
か
し
」
い
か
ら
一
晩
野
で
寝
て
し
ま
っ
た
と
い
う
の
は
、
恋
の
た
め
眠
ら
れ
な
い
、
あ
る
い

は
一
晩
安
眠
で
き
な
い
等
と
は
全
く
異
質
な
内
容
が
あ
る
。

　
な
つ
か
し
く
は
、
心
惹
か
れ
る
こ
と
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
春
の
野
を
対
象
に
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
去
り
が
た
く
此
処
に

居
た
い
気
持
な
の
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
春
を
謳
歌
す
る
気
持
が
一
晩
の
野
宿
に
ま
で
な
っ
た
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
春
野
の
遊
び
の
後
、

さ
ら
に
そ
の
野
に
惹
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
此
処
に
こ
の
歌
の
根
本
が
あ
る
。
春
を
謳
歌
す
る
、
堪
能
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

世
間
か
ら
没
我
に
な
り
た
く
て
野
宿
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
中
西
進
氏
の
言
う
「
風
狂
」
と
し
て
理
解
す
る
べ
き
で
あ
る

（
注
14
）。

　
家
持
は
、
人
を
狂
わ
せ
る
月
の
光
に
誘
わ
れ
て
門
田
を
見
に
来
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
家
持
も
女
郎
と
異
な
り
、
娘
子
と
の
恋
は
、

勝
手
が
違
っ
て
い
た
。
そ
の
異
質
な
違
い
が
妹
に
逢
う
か
ら
妹
の
門
田
を
見
る
風
狂
な
行
動
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。「
門
田
を
見
た	

い
」
と
は
、
旅
と
い
う
範
疇
な
の
で
質
が
異
な
る
が
、
江
戸
の
芭
蕉
が
鳰
の
浮
巣
を
見
る
た
め
に
遠
い
琵
琶
湖
ま
で
出
か
け
る
の
に
通
じ
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る
心
情
に
思
え
る
。
さ
ら
に
類
似
す
る
の
は
、
同
じ
万
葉
歌
人
と
し
て
懐
か
し
い
の
で
野
宿
し
て
し
ま
っ
た
赤
人
に
近
い
。

妹
が
家
の
門
田
を
見
む
と
う
ち
出
で
来
し
心
も
著
く
照
る
月
夜
か
も
（
八
・
一
五
九
六
）　

　
風
狂
の
対
象
と
し
て
は
娘
子
の
い
る
門
田
を
見
に
行
く
歌
以
外
に
も
、
霍
公
鳥
歌
に
花
鳥
風
月
的
な
月
と
異
な
る
不
思
議
な
月
を
意
識

さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
越
中
で
と
り
わ
け
鳴
く
鳴
か
な
い
を
含
め
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
執
着
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
月
に

向
か
っ
て
鳴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
考
察
す
る
。

三
　
月
に
向
か
っ
て
鳴
く
ホ
ト
ト
ギ
ス

　
月
と
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
組
み
合
わ
せ
は
、
次
に
引
用
す
る
大
伴
家
持
の
弟
書
持
歌
が
嚆
矢
で
あ
っ
た
。

わ
が
屋
戸
に
月
お
し
照
れ
る
霍
公
鳥
心
あ
ら
ば
今
夜
来
鳴
き
響
も
せ
（
八
・
一
四
八
○
）

　
中
西
進
氏
が
家
持
の
巻
八
・
一
四
七
八
番
か
ら
の
一
連
を
天
平
四
年
か
ら
天
平
九
年
と
い
う
初
期
の
作
品
と
し
て
い
る

（
注
15
）。

も
ち
ろ
ん

ホ
ト
ト
ギ
ス
と
月
の
組
み
合
わ
せ
は
、
初
出
が
弟
書
持
で
あ
る
が
、
家
持
も
う
た
い
始
め
る
。

　
さ
て
月
が
う
た
わ
れ
て
い
な
い
が
、
引
用
す
る
霍
公
鳥
の
歌
は
注
目
し
た
い
。
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夏
山
の
木
末
の
繁
に
霍
公
鳥
鳴
き
響
む
な
る
声
の
遙
け
さ
（
八
・
一
四
九
四
）

　｢
鳴
き
響
む
な
る
声
の
遙
け
さ｣

と
い
う
下
句
に
は
、
家
持
の
人
生
を
感
じ
さ
せ
る
陰
影
が
あ
る
。
そ
の
陰
影
は
、
遙
か
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
具
体
的
に
指
摘
で
き
る
。
こ
こ
で
い
う
遙
か
と
は
、
現
実
的
な
空
間
と
い
う
よ
り
も
、
過
去
と
現
在
を
対
比
さ
せ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
れ
を
死
と
生
と
い
う
こ
と
に
置
き
換
え
る
こ
と
も
出
来
る
。
即
ち
、
参
考
と
し
て
は
湯
原
王
の
巻
八
に
あ
る
、

秋
は
ぎ
の
散
り
の
ま
が
ひ
に
呼
び
立
て
て
鳴
く
な
る
鹿
の
声
の
遙
け
さ
（
一
五
五
○
）

が
、
牡
鹿
が
牝
鹿
を
呼
ぶ
距
離
の
遠
さ
で
あ
る
と
と
も
に
、
散
る
は
ぎ
に
自
然
が
冬
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
声
の
遠
さ

か
ら
鹿
の
命
が
滅
び
行
く
気
配
を
う
た
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

　
家
持
の
一
つ
の
転
機
と
し
て
は
、
妾
の
死
と
大
嬢
と
の
結
婚
が
あ
る
。
家
持
は
、
天
平
十
一
年
の
秋
に
は
大
嬢
と
結
婚
し
て
い
た
、
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
時
期
に
想
定
で
き
る
長
歌
が
あ
る
。
家
持
の
長
歌
と
し
て
は
、
処
女
作
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
一
五
○
七
番
で
、

霍
公
鳥
、
橘
の
花
、
月
夜
の
暁
と
い
う
場
面
を
設
定
し
て
、
霍
公
鳥
が
花
を
散
ら
か
せ
て
し
ま
っ
た
の
で
た
ち
ば
な
の
花
を
「
術
を
無
み

攀
ぢ
て
手
折
り
つ
　
見
ま
せ
吾
妹
子
」
と
う
た
う
。

　
む
し
ろ
主
題
は
、
妹
子
に
見
せ
た
か
っ
た
橘
の
花
で
あ
る
。
こ
の
長
歌
は
、
霍
公
鳥
よ
り
も
橘
の
花
が
主
題
で
あ
る
が
、
も
う
一
首
長

歌
が
坂
上
大
嬢
に
贈
ら
れ
て
い
る
。
一
六
二
九
番
の
そ
こ
で
も
花
が
妹
を
連
想
さ
せ
る
と
い
う
。
霍
公
鳥
の
歌
に
は
、
優
れ
た
作
品
を
初

期
に
残
し
な
が
ら
、
天
平
十
一
、
二
年
頃
は
、
む
し
ろ
花
に
譬
え
て
妹
を
連
想
さ
せ
、
霍
公
鳥
も
そ
の
借
景
の
役
割
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

ま
た
霍
公
鳥
が
主
題
に
戻
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
越
中
守
の
天
平
勝
宝
二
年
家
持
三
十
三
歳
が
最
高
の
歌
作
を
誇
る
。
六
十
六
首
の
霍
公
鳥
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歌
を
生
涯
で
創
作
し
て
い
る
が
、
越
中
時
代
の
五
年
間
で
も
四
十
六
首
で
あ
り
な
が
ら
、
半
分
の
二
十
三
首
を
天
平
勝
宝
二
年
に
う
た
っ

て
い
る
。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
も
独
詠
に
注
目
す
れ
ば
ま
す
ま
す
古
を
恋
う
る
鳥
の
歌
の
性
格
が
強
ま
る
。
天
平
三
年
七
月
の
父
旅
人
の
薨
去
、
天
平

十
八
年
九
月
の
弟
書
持
の
突
然
死
、
さ
ら
に
天
平
十
一
年
六
月
の
亡
妻
が
恋
う
対
象
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
親
者
の
死
、
と
り
わ
け
妻
の
死
は
天
平
十
年
内
舎
人
に
任
官
し
た
ば
か
り
の
大
伴
家
持
に
と
っ
て
痛
手
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
天

平
十
一
年
以
降
十
二
年
頃
ま
で
は
、
亡
妾
を
挽
歌
で
悼
み
な
が
ら
、
さ
ら
に
同
時
並
行
的
に
妻
大
嬢
と
の
相
聞
歌
を
創
作
し
て
い
る
。
絶

望
と
希
望
を
共
存
さ
せ
て
い
く
た
く
ま
し
さ
が
こ
の
二
十
二
歳
の
官
人
に
は
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
繊
細
な
こ
こ
ろ
は
、
越
中
時
代
に
共
存

を
許
さ
な
く
な
っ
て
い
っ
た
。
密
か
な
亡
妻
へ
の
追
慕
は
、
大
伴
坂
上
大
嬢
の
存
在
を
希
薄
に
さ
せ
て
い
る
。
そ
の
主
た
る
原
因
は
、
大

嬢
の
作
歌
能
力
の
な
さ
に
も
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
家
持
の
独
り
に
基
づ
く
悲
嘆
が
年
と
と
も
に
増
幅
さ
れ
て
い
っ
た
た
め
で
は
な

か
っ
た
か
。

　
た
ま
た
ま
で
あ
っ
た
が
、
天
平
十
六
年
安
積
皇
子
薨
去
ま
で
は
皇
親
政
治
に
絶
好
の
機
会
で
あ
っ
た
。
藤
原
四
兄
弟
は
天
平
九
年
に
病

死
し
た
。
千
載
一
遇
の
機
会
で
あ
る
か
ら
、
大
伴
と
い
う
一
族
の
期
待
も
は
な
は
だ
大
き
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
大
嬢
と
の
再
会
も
政
治
的

な
も
の
で
あ
っ
て
、
偶
然
よ
り
は
意
図
的
な
気
が
す
る
。
一
度
は
縁
の
な
い
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
父
旅
人
の
妹
で
あ
る
坂
上

郎
女
の
み
な
ら
ず
、
大
伴
氏
全
体
の
意
向
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
大
伴
一
門
の
思
惑
に
揺
れ
動
か
さ
れ
る
青
年
の
苦
悩
も
あ

る
は
ず
で
あ
る
。
家
持
の
亡
妾
挽
歌
は
、
冷
静
な
気
持
ち
を
維
持
し
つ
つ
、
そ
し
て
人
麻
呂
に
始
ま
る
亡
妻
挽
歌
の
伝
統
を
庶
幾
し
ょ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
悲
嘆
は
決
し
て
こ
の
挽
歌
で
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
越
中
で
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
を
独
詠
で
数

多
く
う
た
っ
た
こ
と
、
七
夕
歌
に
対
す
る
共
感
が
そ
れ
を
物
語
る
。

　
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
夏
六
月
の
妻
、
秋
七
月
の
父
、
秋
九
月
の
弟
、
そ
れ
ぞ
れ
の
死
と
季
節
が
か
か
わ
る
。
夏
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
、
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秋
の
七
夕
歌
を
参
考
に
し
て
亡
妾
の
影
響
を
考
え
て
み
る
こ
と
も
出
来
る
。
そ
も
そ
も
大
嬢
の
越
中
で
の
存
在
が
極
め
て
薄
い
こ
と
が
あ

る
。
大
嬢
が
越
中
に
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
は
、
天
平
勝
宝
三
年
三
月
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
の
足
か
け
五
年
間
は
京
に
い
た
の

で
あ
る
。
越
中
で
の
存
在
も
大
嬢
の
要
請
で
母
坂
上
郎
女
に
家
持
が
歌
（
十
九
・
四
一
六
六
～
四
一
六
八
）
を
贈
っ
た
の
で
、
た
ま
た

ま
彼
女
の
存
在
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
家
持
は
、
天
平
十
三
年
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
で
亡
妾
を
偲
び
、
さ
ら
に
七
夕
歌
で
は
そ
れ
と
な
く
織
女
に
亡
妾
を
重
ね
て

う
た
っ
て
い
る

（
注
16
）。

　
ち
な
み
に
七
夕
伝
説
に
対
す
る
興
味
が
家
持
に
は
あ
っ
た
。
牽
牛
と
織
女
が
一
年
に
一
夜
し
か
逢
え
な
い
と
い
う
悲
劇
、
或
い
は
エ
キ

ゾ
チ
ッ
ク
な
宮
中
儀
式
と
し
て
の
興
味
、
天
の
川
と
日
本
神
話
の
安
の
川
と
の
結
び
つ
き
、
日
本
に
珍
し
い
天
空
の
説
話
で
あ
る
こ
と
等

が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
家
持
の
七
夕
歌
が
首
尾
一
貫
し
て
独
居
述
懐
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
内
容
を
考
え

て
い
い
の
で
は
な
い
か
と
し
て
、
越
中
で
の
創
作
で
あ
る
天
平
勝
宝
元
年
以
降
七
夕
歌
で
は
、
亡
妾
が
追
想
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、

と
考
え
る
。

　
家
持
は
、
挽
歌
（
三
・
四
六
四
）
で
ナ
デ
シ
コ
に
亡
妻
を
見
立
て
て
い
た
。
同
様
に
天
平
勝
宝
六
年
の
七
夕
歌
（
四
三
○
六
～

四
三
一
三
）
に
は
、
第
二
首
か
ら
第
四
首
ま
で
、「
花
」「
初
尾
花
」「
和
草
」
が
う
た
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が
亡
妾
を
連
想
さ
せ
て

い
る
の
で
あ
る
。
花
に
な
ぞ
ら
え
る
の
は
、
亡
き
妻
な
の
で
あ
る
。
越
中
守
時
代
以
降
ま
す
ま
す
坂
上
女
嬢
に
対
す
る
も
の
と
は
考
え

が
た
い
の
で
あ
り
、
亡
妾
へ
の
思
い
が
仮
託
さ
れ
て
い
る
。
越
中
時
代
の
七
夕
二
群
（
四
一
二
五
、
四
一
二
六
・
四
一
六
三
）
に
は
、	

「
思
ほ
し
き
こ
と
」（
四
一
二
五
）
が
巻
十
三
の
二
三
三
六
番
挽
歌
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
そ
れ
以
外
の
三
例
が
全
て
家
持
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
「
枕
か
む
」（
四
一
六
三
）
と
い
う
歌
語
が
旅
人
の
作
「
梧
桐
の
日
本
琴
一
面
」（
五
・
八
一
○
）
の
夢
の
乙
女
と
重
な
ら
せ
る
の	

は
、
旅
人
へ
の
拘
り
が
あ
っ
た
し
、
架
空
の
女
性
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
亡
妾
が
七
夕
の
織
女
と
重
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
関
わ
っ
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て
い
る
。
七
夕
歌
で
も
亡
き
人
の
思
い
を
重
ね
る
の
で
あ
る
が
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
で
も
家
持
は
亡
き
人
を
偲
ぶ
の
で
あ
る
。
弟
の
み
な
ら

ず
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、
天
平
十
一
年
に
亡
く
な
っ
た
妾
の
霊
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
越
中
で
独
り
居
て
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
を
作
る
家
持
は
、
越
中
以
前
に
ホ
ト
ト
ギ
ス
で
亡
妻
の
形
代
と
し
て
い
た
よ
う
に
、
天
平
十
九
年
以

降
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
に
は
、
亡
弟
書
持
を
踏
ま
え
て
詠
ん
で
い
る
。
そ
し
即
ち
、
亡
弟
・
亡
妻
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
仮
託
さ
れ
て
ホ
ト
ト
ギ

ス
歌
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
越
中
の
七
夕
歌
な
ど
を
参
考
に
す
れ
ば
、
亡
妾
の
影
も
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
に
あ
っ
て
も
当
然
の
こ
と

で
あ
る
。

　
家
持
の
霍
公
鳥
歌
の
一
般
的
な
特
質
は
、
常
識
と
し
て
鳥
が
鳴
く
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
特
殊
な
の
が
月
に
向
か
っ
て
鳴
く

霍
公
鳥
の
存
在
で
あ
る
。
さ
ら
に
家
持
三
十
三
歳
の
四
月
に
は
、
次
の
代
表
的
な
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
を
作
る
の
で
あ
る
。

　
　
四
月
十
六
日
夜
裏
遙
か
に
霍
公
鳥
の
喧
く
を
聞
き
て
懐
を
述
ぶ
る
歌
一
首

ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て
ほ
と
と
ぎ
す
鳴
く
音
遙
け
し
里
遠
み
か
も
（
十
七
・
三
九
八
八
）

　
　
右
一
首
は
、
大
伴
宿
祢
家
持
作
れ
り
。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
が
夜
に
鳴
い
て
い
る
こ
と
も
孤
独
な
心
情
を
刺
激
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
こ
に
あ
る
の
は
、
鳴
き
声
を
「
音
遥
け
し
」

と
感
じ
る
家
持
の
感
性
で
あ
る
。

　
も
ち
ろ
ん
大
伴
家
持
だ
け
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
「
遥
け
し
」
と
う
た
っ
た
の
で
は
な
い
。
家
持
自
身
も
嘗
て
巻
八
の
夏
雑
歌
に

収
め
ら
れ
て
い
る
歌
で
「
鳴
き
響
む
な
る
声
の
遥
け
さ
」（
一
四
九
四
）
と
言
っ
て
い
た
。
ま
た
、湯
原
王
が
鹿
の
鳴
き
声
に
も
「
遥
け
さ
」

（
一
五
五
○
）
と
言
う
。
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家
持
は
、
そ
れ
を
「
声
」（
こ
ゑ
）
と
せ
ず
に
「
音
」（
お
と
）
と
し
て
捉
え
た
と
こ
ろ
に
、
巻
八
の
自
作
歌
と
も
異
な
る
情
緒
を
も
た

ら
せ
て
い
る
。
声
と
は
ま
さ
し
く
鳴
き
声
の
意
味
で
あ
る
が
、
音
で
あ
れ
ば
松
で
あ
れ
、
笹
で
あ
れ
、
或
い
は
動
物
の
鳴
き
声
で
も
い
い
。

動
物
を
主
に
い
う
声
よ
り
も
、
音
は
広
い
自
然
に
発
す
る
意
味
で
用
い
る
。
家
持
は
、
声
と
せ
ず
に
音
と
し
て
表
現
し
た
の
は
、
ど
う
し

て
で
あ
ろ
う
か
。

今
夜
の
お
ぼ
つ
か
な
き
に
霍
公
鳥
鳴
く
な
る
声
の
音
の
遥
け
さ
（
十
・
一
九
五
二
）

　
引
用
し
た
歌
を
参
考
に
す
れ
ば
、
声
を
音
と
し
て
捉
え
直
し
て
遥
け
さ
を
感
じ
て
い
る
の
は
、「
今
夜
の
お
ぼ
つ
か
な
き
」
こ
と
で
あ	

る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
声
を
そ
の
声
と
し
て
捉
え
れ
ば
、
ご
く
自
然
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
界
の
音
と
し
て
い
る
状
況
が	

あ
っ
て
、「
声
の
音
」
な
る
語
も
生
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
家
持
は
、
さ
ら
に
霍
公
鳥
の
声
を
、
声
と
い
う
段
階
を
経
な
い
で
直
裁
的

に
音
と
い
う
レ
ベ
ル
で
捉
え
て
い
る
。
即
ち
、
自
然
の
中
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
音
と
し
て
鳴
き
声
を
捉
え
る
あ
ま
り
に
鋭
敏
す
ぎ
る
心
情
で

あ
る
が
故
に
、
お
ぼ
つ
か
な
い
状
態
に
い
た
っ
て
い
て
、
さ
ら
に
音
を
遥
か
な
も
の
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
家
持
の
お
ぼ
つ
か
な
い

心
情
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
を
遙
か
な
音
と
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
は
、
そ
も
そ
も
死
者
の
鳥
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
を
う
た
う
歌
は
、
人
間
の
死
の
影
を
色
濃
く
含
み
持
っ
て

い
る
。
鹿
に
せ
よ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
せ
よ
、
声
、
或
い
は
音
が｢
遙
け
し｣

と
い
う
の
は
、
作
者
が
そ
れ
ら
の
動
物
に
死
の
気
配
を
敏
感

に
感
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
と
鹿
に
死
の
気
配
を
感
じ
た
家
持
も
湯
原
王
も
声
や
音
を
遙
か
な
る
も
の
と
し

た
。
そ
こ
で
月
に
あ
る｢

を
ち
水｣

を
う
た
う
興
味
深
い
和
歌
を
引
用
す
る
。

　
月
読
は
、
月
と
同
じ
用
例
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
は
月
と
異
な
る
。
そ
れ
は
、
万
葉
集
で
七
首
に
用
い
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
は
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月
読
の
　
ひ
か
り
…
…
」
と
い
う
ほ
ぼ
同
じ
語
構
成
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
の
例
に
な
ら
な
い
次
の
歌
が
あ
る
。

天
橋
も
　
長
く
も
が
も
　
高
山
も
　
高
く
も
が
も
　
月
読
の
　
持
て
る
を
ち
水
　
い
取
り
来
て
　
君
に
奉
り
て
　
を
ち
え
て
し
か
も

（
十
三
・
三
二
四
五
）

　
　
反
歌

天
な
る
や
月
日
の
ご
と
く
我
が
思
へ
る
君
が
日
に
異
に
老
ゆ
ら
く
惜
し
も
（
同
・
三
二
四
六
）

　
こ
の
引
用
歌
は
、
中
国
の
伝
説
に
あ
る
西
王
母
が
仙
薬
を
持
っ
て
い
た
の
を
盗
ん
だ
も
の
が
あ
っ
て
、
月
に
行
っ
た
故
事
を
踏
ま
え
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
月
の
神
が
持
っ
て
い
る
若
返
り
の
水
で
あ
る｢

を
ち
水｣

を
取
っ
て
き
て
、
あ
な
た
に
差
し
上
げ
た
い
、
と
い
う
願

い
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
君
」
や｢
日
に
異
に
老
ゆ
ら
く｣

な
ど
と
い
う
言
葉
か
ら
は
、お
目
出
度
い
時
に
披
露
さ
れ
た
寿
歌
で
あ
ろ	

う
。
す
な
わ
ち
、｢

月
読｣

と
は
、
こ
こ
で
は
神
話
の
月
神
で
あ
る
。

　
死
者
と
結
び
つ
く
ホ
ト
ト
ギ
ス
歌
で
、
さ
ら
に
家
持
は
月
を
登
場
さ
せ
た
。
こ
の
月
に
向
か
っ
て
鳴
く
の
は
、
月
が
人
間
の
不
死
と
か

か
わ
る
「
を
ち
水
」
の
あ
る
天
体
で
あ
る
か
ら
で
は
な
い
か
。
そ
の
時
は
、
月
は｢

変
若
水｣

と
関
わ
る
。
即
ち
、
死
者
と
結
び
つ
く
ホ

ト
ト
ギ
ス
が
月
に
向
か
っ
て
鳴
く
の
は
、
若
返
る
た
め
の
水
を
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に｢

ぬ
ば
た
ま
の
月
に
向
か
ひ
て｣

（
三
九	

八
八
）
は
、
月
が
不
死
と
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。

　
高
市
皇
子
が
十
市
皇
女
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
詠
ん
だ
、

山
吹
の
立
ち
儀
ひ
た
る
山
清
水
酌
み
に
行
か
め
ど
道
の
知
ら
な
く
に
（
二
・
一
五
八
）
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に
は
、
山
清
水
と
は
山
吹
と
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
土
居
光
知
氏
の
い
う
生
命
復
活
の
泉
と
も
考
え
ら
そ
う
で
あ
る
が
、
工
藤
力
男
氏
は
、

山
中
死
人
歌
と
文
選
挽
歌
の
影
響
を
認
め
て
い
る
だ
け
で
あ
る

（
注
17
）。

　
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
、｢

古
に
恋
ふ
ら
む
鳥｣

（
二
・
一
一
二
）
で
あ
る
の
は
、
蜀
王
が
ホ
ト
ト
ギ
ス
に
な
っ
て
、｢

不
如
帰｣

と
鳴
き
続
け

た
故
事
に
よ
る
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
恋
し
い
昔
を
再
来
さ
せ
る
「
変
若
水
」
の
あ
る
月
に
向
か
っ
て
昔
が
恋
し
い
と
鳴
く
の
で
あ
る
。

四
　
航
海
の
神

　
船
団
が
斉
明
天
皇
七
年
（
六
六
一
）
の
正
月
に
難
波
を
出
帆
し
た
。
斉
明
天
皇
、
中
大
兄
皇
子
、
大
海
人
皇
子
ら
が
乗
り
込
ん
で
い
た
。

新
羅
に
滅
ぼ
さ
れ
た
百
済
救
援
の
た
め
で
あ
っ
た
。
恐
ら
く
松
山
市
に
あ
っ
た
熟
田
津
で
は
、
二
ヶ
月
ほ
ど
滞
在
し
て
い
る
。
奈
良
時
代

の
瀬
戸
内
海
航
路
の
難
波
と
大
宰
府
間
は
一
ヶ
月
ほ
ど
の
航
海
で
あ
っ
た
。
三
月
の
中
頃
で
あ
ろ
う
が
、額
田
王
は
有
名
な
歌
を
う
た
う
。

こ
の
歌
は
、
万
葉
集
の
月
歌
の
初
出
で
あ
る
。

熟
田
津
に
船
乗
り
せ
む
と
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
今
は
漕
ぎ
出
で
な
（
一
・
八
）

　
ど
の
よ
う
な
時
に
歌
わ
れ
た
の
か
。
夜
の
船
遊
び
や
、
九
州
へ
の
船
旅
で
な
い
と
い
う
考
え
も
あ
る
。
し
か
し
、
征
西
の
雰
囲
気
を	

も
っ
た
歌
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
そ
こ
で
月
と
は
、
弥
生
三
月
か
蒼
穹
の
満
月
か
、
潮
と
は
、
大
潮
の
満
潮
か
春
の
潮
流
か
、
と
い
っ

た
こ
と
に
な
る
。
資
料
、
体
験
、
或
い
は
科
学
的
な
デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
説
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
。
研
究
史
を
踏
ま
え
て
精
緻
な
論
を
平

舘
英
子
氏
が
展
開
さ
れ
て
い
て
有
益
で
あ
る

（
注
18
）。
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さ
て
、
月
夜
の
航
海
に
参
考
に
し
た
い
歌
が
巻
七
に
載
せ
ら
れ
て
い
て
い
る
。

海
原
の
道
遠
み
か
も
月
読
の
光
す
く
な
き
夜
は
更
け
に
つ
つ
（
一
○
七
五
）

　
月
は
海
原
を
通
う
の
で
あ
る
。
遙
か
遠
い
道
の
り
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
遠
く
に
い
る
時
は
ま
だ
光
が
弱
い
と
感
じ
て
い
る
。
長
い
航
海

を
経
て
月
も
や
っ
て
き
た
ら
し
い
。
天
と
海
も
「
あ
め
」｢

あ
ま｣

で
あ
る
か
ら
、
月
は
船
に
も
喩
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
月
読
の
神
に
な	

る
。
と
す
れ
ば
、
額
田
王
の
「
月
」
と
は
、
月
が
長
い
天
の
海
を
航
海
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
、
海
原
の
航
行
の
安
全
を

祈
る
海
神
で
あ
っ
て
よ
い
。
ま
た
、
日
本
書
紀
第
五
段
一
書
第
六
に
「
月
読
尊
は
、
以
て
蒼
海
原
の
潮
八
百
を
治
す
べ
し
」
と
あ
り
、
潮

流
の
支
配
者
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
下
田
忠
氏
は
、
記
紀
の
伝
統
で
あ
る
月
読
の
神
の
存
在
か
ら
額
田
王
八
番
歌
と
中
大

兄
皇
子
の
十
五
番
歌
と
を
、「
西
征
の
海
路
平
穏
を
予
祝
す
る
歌
と
し
て
詠
ま
れ
た
」
と
す
る

（
注
19
）。

万
葉
の
天
の
原
を
航
海
す
る
月
の
例
か

ら
も
、
額
田
王
の
月
の
理
解
と
し
て
は
興
味
深
い
。

　
額
田
王
を
乗
せ
た
軍
船
の
長
い
航
海
の
安
全
を
、
引
用
し
た
八
番
歌
で
月
神
に
安
全
を
祈
り
、
潮
流
も
適
当
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
七

世
紀
、
八
世
紀
の
瀬
戸
内
航
路
は
早
瀬
で
は
十
ノ
ッ
ト
の
潮
に
翻
弄
さ
れ
、
帆
走
よ
り
も
漕
走
が
主
体
で
あ
っ
て
も
、
土
佐
日
記
で
貫
之

が
述
べ
た
風
と
波
が
お
友
達
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、「
月
待
て
ば
潮
も
か
な
ひ
ぬ
」
と
い
っ
て
も
命
が
け
で
あ
っ
た
。
案
外
忘
れ
て

い
る
の
が
霧
の
障
害
で
あ
っ
て
、
額
田
王
の
歌
か
ら
約
千
二
百
年
を
経
た
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
四
月
に
坂
本
龍
馬
が
乗
っ
た
い
ろ
は

丸
が
衝
突
し
て
、
結
局
曳
航
さ
れ
な
が
ら
福
山
市
鞆
沖
で
沈
没
し
て
い
る
。
蒸
気
船
同
士
の
事
故
と
し
て
、
沈
没
事
故
は
瀬
戸
内
海
で
最

初
に
な
る
。
額
田
王
歌
八
番
は
、「
月
」
と
「
潮
」
の
解
釈
の
例
を
し
ぼ
っ
て
も
異
説
が
多
い
。

　
月
が
出
て
い
れ
ば
明
る
い
の
で
あ
る
か
ら
、
風
、
波
、
霧
の
恐
れ
が
弱
ま
る
。
月
を
待
つ
と
は
、
下
田
説
の
如
く
月
に
航
海
の
安
全
を
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祈
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
潮
が
適
当
に
な
っ
た
の
で
出
発
す
る
。
こ
と
さ
ら
満
月
、
弥
生
三
月
な
ど
と
い
う
こ
と
は
配
慮
す
る
べ
き
で
な

い
で
あ
ろ
う
。
た
ま
た
ま
、
三
月
中
頃
の
出
帆
が
予
想
さ
れ
る
、
或
い
は
満
潮
が
港
か
ら
出
発
に
便
利
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
瀬
戸
内
で
は
、
福
山
市
鞆
が
海
の
中
間
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
沖
で
満
潮
で
は
東
西
の
潮
が
集
ま
り
、
干
潮
で
は
潮
が
東
西
に
分

か
れ
る
。
鞆
は
、
万
葉
の
歌
枕
で
あ
り
、
江
戸
時
代
の
朝
鮮
通
信
使
に
も
「
日
東
第
一
」
の
風
光
と
讃
え
ら
れ
た
。
万
葉
集
で
は
、
夜
の

航
海
が
と
り
わ
け
珍
し
い
。
た
ま
た
ま
で
あ
る
が
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
の
六
月
に
瀬
戸
内
を
征
西
し
た
遣
新
羅
使
の
歌
が
あ
る
。
巻

十
五
に
載
せ
ら
れ
た
歌
群
に
は
、
神
島
（
現
在
陸
続
き
で
あ
る
福
山
市
神
島
町
）
と
長
門
島
（
倉
橋
島
）
で
月
夜
の
航
海
が
う
た
わ
れ
て	

い
る
。

　
三
五
九
九
番
は
、
神
島
出
航
の
お
り
で
あ
り
、
題
詞
も
な
い
が
、
前
後
の
歌
の
配
列
か
ら
、
備
後
神
島
と
判
断
さ
れ
る
し
、
三
六
二
二

番
以
下
の
三
首
は
、
長
門
の
浦
の
出
港
で
あ
る
。
長
門
の
浦
と
は
現
在
の
呉
市
倉
橋
町
本
浦
辺
り
で
あ
ろ
う
。

月
読
の
光
を
清
み
神
島
の
磯
回
の
浦
ゆ
舟
出
す
我
は
（
三
五
九
九
）

　
　
長
門
の
浦
よ
り
舶
出
す
る
夜
に
月
の
光
を
仰
ぎ
観
て
作
る
歌
三
首

月
読
の
光
を
清
み
夕
な
ぎ
に
水
手
の
声
呼
び
浦
回
漕
ぐ
か
も
（
三
六
二
二
）

山
の
は
に
月
傾
け
ば
い
ざ
り
す
る
海
人
の
燈
火
沖
に
な
づ
さ
ふ
（
三
六
二
三
）

我
の
み
や
夜
舟
は
漕
ぐ
と
思
へ
れ
ば
沖
辺
の
方
に
梶
の
音
す
な
り
（
三
六
二
四
）

　
万
葉
集
で
は
、
夜
の
航
海
が
珍
し
い
。
た
ま
た
ま
古
代
朝
鮮
に
渡
る
船
旅
で
共
通
す
る
の
で
あ
る
が
、
天
平
八
年
（
七
三
六
）
夏
六
月

に
瀬
戸
内
を
旅
し
た
遣
新
羅
使
の
歌
に
は
、
神
島
（
福
山
市
神
島
町
）
と
長
門
島
（
呉
市
倉
橋
町
）
で
試
み
ら
れ
た
。
天
と
海
も
「
あ	



（　）―　　― 大伴家持の「月歌」 5778

ま
・
あ
め
」
で
あ
る
か
ら
、
月
は
船
に
も
喩
え
ら
れ
、
あ
る
い
は
月
読
の
神
に
な
る
。
と
す
れ
ば
、「
月
」
と
同
様
に
「
月
読
」
と
は
、

航
海
の
安
全
を
司
る
神
で
あ
る
か
ら
、
旅
人
が
祈
る
神
で
も
よ
い
。

　
月
夜
は
ど
う
い
う
夜
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
簡
便
な
灯
り
と
し
て
は
松
明
程
度
で
あ
ろ
う
時
代
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
夜
の
外
出
と

し
て
は
、
月
夜
が
便
利
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
月
が
天
空
に
あ
る
日
は
、
相
聞
歌
を
う
た
う
大
切
な
機
会
で
あ
る
。
月
明
か
り
に
照
ら
さ

れ
て
外
出
す
る
の
で
あ
る
。
闇
夜
で
は
ま
ま
な
ら
な
い
外
出
も
月
夜
で
は
自
由
に
な
る
。
船
旅
で
も
灯
火
と
し
て
は
同
様
で
あ
る
。
明
る

い
月
夜
で
あ
る
か
ら
出
帆
も
可
能
な
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
月
夜
は
い
く
ら
で
も
あ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
出
帆
の
用
例
が
極
め
て
乏	

し
い
。
瀬
戸
内
海
の
例
で
あ
る
な
ら
ば
、
遣
新
羅
使
の
二
群
の
四
首
と
額
田
王
の
熟
田
津
歌
の
一
首
と
な
る
。
夜
の
航
海
と
言
う
こ
と
で

は
ど
ち
ら
も
月
が
か
か
わ
る
。
遣
新
羅
使
の
歌
が
「
月
読
の
ひ
か
り
」（
三
六
二
一
）
と
月
の
神
で
あ
る
「
月
読
」
に
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

額
田
王
の
八
番
で
も
月
の
神
の
加
護
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
即
ち
、
月
は
航
海
の
安
全
を
司
る
神
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
相
聞
歌

の
月
も
単
純
に
明
か
り
と
す
る
べ
き
歌
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が
、
月
が
道
を
案
内
し
て
く
れ
る
神
と
考
え
る
べ
き
歌
も
あ
る
の
で
あ
る
ま
い

か
。

　
少
な
く
と
も
夜
の
航
海
で
は
、
月
と
月
読
と
は
航
海
の
神
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
私
は
、
遣
遣
新
羅
使
の
夜
の
船
出
は
、
一
つ

が
夏
の
昼
間
で
あ
れ
ば
暑
さ
と
の
闘
い
も
あ
り
、
そ
の
猛
暑
を
避
け
た
こ
と
と
、
も
う
一
つ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
船
員
の
交
代
が
あ
っ
て
、

そ
の
夜
も
航
海
す
る
と
い
う
意
気
込
み
を
示
し
た
の
で
あ
る
、
と
考
え
て
い
る

（
注
20
）。

夏
の
暑
さ
の
説
明
は
必
要
な
い
が
、
船
員
は
主
要
な
船

頭
な
ど
を
除
き
、
国
家
的
な
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
船
員
が
そ
の
国
で
担
当
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
、
と
考
え
る
。
安
芸
は
安

芸
の
船
員
が
、
周
防
は
周
防
の
水
手
が
担
当
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
備
後
と
安
芸
は
、
そ
の
意
味
で
は
、
月
夜
の
航
海
を
し
て
心
意
気

を
も
示
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
月
が
陰
り
、
突
風
が
吹
く
と
恐
ろ
し
い
波
が
立
つ
。
そ
の
恐
ろ
し
さ
が
使
人
に
次
の
歌
を
う
た

わ
せ
た
の
で
あ
る
。
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山
の
は
に
月
傾
け
ば
い
ざ
り
す
る
海
人
の
燈
火
沖
に
な
づ
さ
ふ
（
十
五
・
三
六
二
三
）

　　
月
を
照
明
と
考
え
る
の
も
よ
い
が
、
こ
の
月
が
傾
い
て
闇
夜
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
を
や
む
を
得
な
い
夜
と
い
う
前
提
で
は
う
た
っ
て
い

な
い
。
闇
夜
の
恐
ろ
し
さ
が｢

海
人
の
燈
火
沖
に
な
づ
さ
ふ｣

と
あ
っ
て
、
灯
火
の
明
滅
で
突
風
と
高
波
が
生
じ
た
こ
と
が
描
か
れ
、
そ

し
て
闇
夜
の
航
海
を
恐
れ
る
心
に
昇
華
し
た
。
夜
の
航
海
で
は
、
月
と
い
う
航
海
の
神
に
守
ら
れ
て
旅
を
し
て
い
る
。
月
の
神
の
加
護
を

得
て
航
海
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
加
え
て
大
伴
家
と
月
は
、
も
っ
と
根
源
的
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
事
実
が
あ
る
。
巻
七
に
や
は
り
興
味
深
い
歌
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

靫
掛
く
る
伴
の
緒
広
き
大
伴
に
国
栄
え
む
と
月
は
照
る
ら
し
（
一
○
八
六
）

　
一
○
八
六
番
を
参
考
に
す
れ
ば
、
大
伴
氏
は
月
光
を
国
家
繁
栄
の
象
徴
と
し
て
い
た
。
加
え
て
月
が
航
海
の
神
と
し
て
存
在
し
て
い
た

の
で
あ
る
か
ら
、

珠
洲
の
海
に
朝
開
き
し
て
漕
ぎ
来
れ
ば
長
浜
の
浦
に
月
照
り
に
け
り
（
十
七
・
四
○
二
九
）

と
い
う
国
守
巡
行
に
基
づ
く
家
持
歌
は
、
照
っ
て
い
た
こ
と
で
月
神
に
航
海
の
安
全
を
感
謝
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
月
光
が
越
中
・

能
登
国
土
繁
栄
を
象
徴
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
安
堵
と
喜
び
の
気
持
ち
が
込
め
ら
れ
た
一
首
と
見
て
良
い
こ
と
に
な
る
。

　
天
平
二
十
年
家
持
三
十
一
歳
に
な
っ
て
い
た
。
赴
任
し
て
三
年
目
に
し
て
や
っ
と
国
守
と
し
て
初
め
て
春
出
挙
の
旅
が
終
わ
る
の
で
あ

る
。
喜
び
と
苦
難
に
満
ち
た
三
百
キ
ロ
、
三
週
間
程
度
に
わ
た
る
越
中
と
能
登
の
旅
で
あ
っ
た
。
そ
の
最
後
に
う
た
わ
れ
た
歌
に
、
月
が

77
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登
場
し
て
い
て
も
、
そ
れ
は
氏
と
し
て
の
伝
統
で
あ
っ
た
繁
栄
の
光
で
あ
り
、
船
旅
と
し
て
安
心
を
も
た
ら
す
存
在
で
あ
っ
た
。

結
　
　
　
び

　
月
と
は
、
花
鳥
風
月
と
雪
月
花
と
い
う
雅
な
和
歌
の
素
材
と
し
て
共
通
に
な
っ
て
い
る
。
月
と
は
日
本
古
典
文
学
で
は
と
り
わ
け
雅
な

も
の
と
し
て
重
要
な
素
材
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
そ
の
雅
な
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の
歌
の
も
つ
特
質
に
一
歩
踏
み
込
む
と
き
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
強
調
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
狂
気
を
は
ら
む
月
の
光
、
昔
を
再
来
さ
せ
る
「
変
若
水
」
の
あ
る
月
、
航
海
の
安
全
を
司
る
神
と
い
う
不
思
議
な
性
格
ま
で
も
歌
に
取

り
入
れ
て
い
た
。
大
伴
家
持
は
、
月
を
照
る
、
き
よ
し
と
形
容
し
て
も
、
け
っ
し
て
さ
や
け
し
な
ど
と
修
飾
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
、
月
の
光
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
証
左
で
あ
る
。
同
じ
こ
だ
わ
り
を
示
す
大
伴
氏
と
い
う
名
前
に
は
、
き
よ
き
、
さ
や
け
き
、

ど
ち
ら
も
修
飾
語
と
し
て
用
い
て
い
る
が
、
光
に
敏
感
で
あ
っ
た
家
持
に
は
、
月
の
形
容
に
は
さ
や
け
し
は
思
い
つ
か
な
い
、
あ
る
い
は

忌
避
す
る
べ
き
言
葉
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
額
田
王
を
乗
せ
た
軍
船
も
こ
れ
か
ら
の
長
旅
の
安
全
を
引
用
し
た
歌
で
月
の
神
に
祈
願
し
た

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
し
、
加
え
て
征
西
す
る
潮
流
が
適
当
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
家
持
は
、
聴
覚
、
視
覚
、
嗅
覚
そ
し
て
第
六
感
な
ど
に
も
す
ぐ
れ
た
歌
人
で
あ
っ
た
が
、
月
の
光
に
関
し
て
は
視
覚
の
人
で
あ
っ
た
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
の
鳴
き
声
に
敏
感
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
聴
覚
で
あ
ろ
う
。
或
い
は
風
の
音
に
も
敏
感
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
触
覚
で
あ
ろ

う
し
、
花
の
香
り
に
鋭
敏
で
あ
っ
た
り
す
る
の
は
嗅
覚
で
あ
ろ
う
。
月
を
例
に
す
れ
ば
、
歌
人
大
伴
家
持
と
は
、
光
と
い
う
視
覚
に
敏
感

な
風
流
士
で
あ
る
。

76
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注注

1
　
下
田
氏
「
万
葉
の
月
」（「
福
山
市
立
女
子
短
大
紀
要
」
十
九
号
）

　
　
　
小
野
氏
「
万
葉
の
月
」（『
天
象
の
万
葉
集
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
編
所
収
）

注
2
　「
星
と
星
に
関
す
る
物
語
」（『
天
象
の
万
葉
集
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
編
所
収
）

注
3
　
万
葉
集
の
月
歌
百
九
十
四
首
は
、
番
号
、
作
者
、
及
び
表
現
句
を
表
と
し
て
注
の
最
後
に
載
せ
る
。（
3	

4	

頁
）

注
4
　
注
釈
書
は
、
全
て
略
称
を
用
い
て
い
る
。

土
屋
私
注
　
　
　
　
土
屋
文
明
著
『
万
葉
集
私
注
』
筑
摩
書
房
　
昭
和
51
年
版

窪
田
評
釈
　
　
　
　
窪
田
空
穂
著
『
万
葉
集
評
釈
』
東
京
堂
出
版
　
昭
和
59
年
版

岩
波
大
系
　
　
　
　『
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
岩
波
書
店
　
昭
和
32
年
か
ら

沢
瀉
注
釈
　
　
　
　
沢
瀉
久
孝
著
『
万
葉
集
注
釈
』
中
央
公
論
社
　
昭
和
32
年
か
ら

武
田
全
註
釈
　
　
　
武
田
祐
吉
著
『
増
訂
万
葉
集
全
註
釈
一
』　
角
川
書
店
　
昭
和
32
年
か
ら

古
典
全
集
　
　
　
　『
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
』
小
学
館
　
昭
和
46
年
か
ら

古
典
集
成
　
　
　
　『
新
潮
古
典
集
成
万
葉
集
』
新
潮
社
　
昭
和
51
年
か
ら

中
西
口
訳
注
　
　
　
中
西
進
著
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
』　
講
談
社
　
昭
和
59
年

伊
藤
全
注
　
　
　
　
伊
藤
博
著
『
万
葉
集
全
注
』
有
斐
閣
　
昭
和
58
年
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
※
但
し
、
全
注
は
、
そ
れ
ぞ
れ
巻
に
著
者
が
い
る
の
で
、
巻
十
七
で
は
『
橋
本
全
注
』
な
ど
の
略
称
を
用
い
た
。

新
編
全
集
　
　
　
　『
新
編
古
典
文
学
全
集
万
葉
集
』
小
学
館
　
平
成
6
年
か
ら

伊
藤
釈
注
　
　
　
　
伊
藤
博
著
『
万
葉
集
釈
注
』
集
英
社
　
平
成
7
か
ら

和
歌
文
学
大
系
　
　
稲
岡
耕
二
著
『
万
葉
集
』
明
治
書
院
　
平
成
9
年
か
ら

新
岩
波
大
系
　
　
　『
新
古
典
文
学
大
系
万
葉
集
』
岩
波
書
店
　
平
成
11
年
か
ら
　

全
歌
講
義
　
　
　
　
阿
蘇
瑞
枝
著
『
万
葉
集
全
歌
講
義
』
笠
間
書
院
　
平
成
18
年
か
ら

注
5
　『
万
葉
集
全
歌
講
義
一
』
8	

8
頁

注
6
　「『
さ
や
け
し
』
の
周
辺―

―

〈
清
な
る
自
然
〉
試
論
2―

―

」（『
万
葉
集
の
叙
景
と
自
然
』
所
収
）
３
０
４
頁
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注
7
　『
大
伴
家
持
（
4
）』｢

吉
野
行
幸
を
予
想
す
る
歌｣

1	

6	

0
頁

注
8
　『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
（
第
十
二
巻
）』
1	

6	

8
頁

注
9
　『
日
本
的
感
性
』（
中
公
新
書
「
わ
れ
の
染
め
上
げ
７
」）
1	

4	

1
頁
か
ら
1	

4	

4
頁

注
10
　『
俳
諧
大
辞
典
』『
岩
波
古
典
文
学
大
辞
典
』
な
ど
を
参
考
と
し
て
、
俳
諧
美
と
し
て
纏
め
て
み
た
。

注
11
　『
大
伴
家
持
（
1
）』｢

お
と
め
た
ち
と
の
恋｣

1	

7	

1
頁
か
ら
2	

0	

5
頁

注
12
　『
大
伴
家
持
研
究
』「
女
郎
と
娘
子
」
9	

8	

頁

注
13
　
岡
田
氏
「
山
部
赤
人
論
（
二
）―

―

『
赤
人
の
歌
四
首
』
に
つ
い
て―

―

」（「
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
研
究
」
十
六
号
）

　
　
　
桜
井
氏
「
春
の
花
」（『
万
葉
の
花
』
所
収
）
9	

0
頁

注
14
　「
古
典
と
日
本
人
」（『
古
典
と
日
本
人
　
古
典
は
語
り
か
け
る
』
所
収
）
1	

4	

2
頁
か
ら
1	

4	

3
頁

注
15
　『
大
伴
家
持
（
1
）』｢
夏
の
歌｣

1	

1	

3
頁
か
ら
1	

4	

0
頁

注
16
　｢

大
伴
家
持
七
夕
歌
の
特
質｣

（｢

広
島
女
学
院
大
学
日
本
文
学｣

十
三
号
）
も
同
じ
内
容
で
あ
る
。

注
17
　
土
居
氏
『
古
代
伝
説
と
文
学
』「
詩
的
心
象
の
流
転
と
古
代
・
中
世
　
二
山
吹
の
歌
」
で
、「
す
な
わ
ち
皇
子
は
、
生
命
を
復
活
さ
す
力
の
あ

る
花
が
咲
き
そ
ろ
っ
て
、
そ
の
露
が
し
た
た
る
山
清
水
を
汲
ん
で
、
姉
君
の
生
命
を
復
活
さ
せ
た
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
8	

1
頁

　
　
　
工
藤
氏
『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
（
巻
十
二
）』
5	

7
頁

注
18
　「
額
田
王
論
」（『
セ
ミ
ナ
ー
万
葉
の
歌
人
と
作
品
（
巻
一
）』
所
収
）
但
し
、
月
に
つ
い
て
は
、
航
海
の
神
と
考
え
る
下
田
氏
説
の
紹
介
を
し

て
い
な
い
。

注
19
　「
万
葉
の
月
」（「
福
山
市
立
女
子
短
大
紀
要
」
十
九
号
）

注
20
　
拙
論｢

遣
新
羅
使
夜
の
船
出―

―

長
門
の
浦
か
ら
麻
里
布
へ―

―
｣

（｢

広
島
女
学
院
日
本
文
学｣

十
六
号
）｢

瀬
戸
内
海
の
道―

―

遣
新
羅
使

の
歌
を
中
心
に―

―
｣

（『
道
の
万
葉
集
』
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
編
所
収
）
で
、
月
夜
の
出
発
の
事
情
を
説
明
し
て
い
る
。
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巻 番号 作者
1 8 額田王 月待てば /潮もかなひぬ

15 天智天皇 今夜の月夜/清く照りこそ

48 柿本人麻呂 かへり見すれば /月傾きぬ

79 朝月夜 /さやかに見れば

2 135 柿本人麻呂 雲間より/渡らふ月の

161 持統天皇 星離れ行き/月を離れて

167 柿本人麻呂 望月の/たたはしけむと

169 柿本人麻呂 ぬばたまの/夜渡る月の

196 柿本人麻呂 望月の/いやめづらしみ

207 柿本人麻呂 照る月の /雲隠るごと

211 柿本人麻呂 去年見てし/秋の月夜は

214 柿本人麻呂 去年見てし/秋の月夜は

220 柿本人麻呂 天地 /日月と共に

3 240 柿本人麻呂 ひさかたの/天行く月を

289 間人大浦 白真弓/張りて掛けたり

290 間人大浦 出で来る月の/光乏しき

302 安倍広庭 ぬばたまの/夜渡る月に

317 山部赤人 照る月の/光も見えず

388 居待月/明石の門ゆは

393 沙弥満誓 山のはに/いさよふ月を

442 膳部王 この照る月は/満ち欠けしける

4 495 田部櫟子 照る月の/飽かざる君を

565 賀茂女王 あかねさし /照れる月夜に

571 大伴四綱 月夜良し/川の音清し

623 池辺王 松の葉に/月はゆつりぬ

632 湯原王 月の内の/楓のごとき

667 大伴坂上郎女 月しあれば /夜は隠るらむ

670 湯原王 月読の /光に来ませ

671 月読の/光は清く

702 河内百枝娘子 ぬばたまの/その夜の月夜

709 大宅女 月待ちて /いませ我が背子

710 安都扉娘子 み空行く/月の光に

735 坂上大嬢 心ぐく/照れる月夜に

736 大伴家持 月夜には /門に出で立ち

765 大伴家持 月夜良み /門に出で立ち

5 800 山上憶良 この照らす /日月の下は

892 山上憶良 日月は /明しといへど

6 980 安倍虫麻呂 高みかも /月の出で来ぬ

981 大伴坂上郎女 高みかも /出で来る月の

982 大伴坂上郎女 おほほしく /照れる月夜の

983 大伴坂上郎女 山のはの /ささらえをとこ

984 豊前国の娘子 月をや君が /見まく欲りする

985 湯原王 天にます /月読をとこ

986 湯原王 おほのびにかも /月の照らせる

987 藤原八束 待ちかてに /我がする月は

993 大伴坂上郎女 月立ちて /ただ三日月の

994 大伴家持 振り放けて /三日月見れば

1008 忌部黒麻呂 山のはに /いさよふ月の

1039 高丘河内 里には月は /照らずともよし

7 1068 人麻呂歌集 月の舟 /星の林に

1069 この月の /過ぎ隠らまく

1070 野辺さへ清く /照る月夜かも

1071 山のはに /いさよふ月を

1072 明日の夕 /照らむ月夜は

1073 見る験なき /夕月夜かも

1074 おして照らせる /この月は

1075 月読の /光少なき

1076 遊ぶ今夜の /月のさやけさ

1077 ぬばたまの /夜渡る月を

1078 この月の /ここに来れば

1079 まそ鏡 /照るべき月を

1080 ひさかたの /天照る月は

1081 ぬばたまの /夜渡る月を

1082 見つべくも/照る月夜かも

1083 夜渡る月の /見えなく思へば

巻 番号 作者
7 1084 山のはに /いさよふ月を

1085 木の間より/出で来る月に

1086 国栄えむと/月は照るらし

1179 浅茅が上に /照りし月夜を

1270 古歌集 照る月は /満ち欠けしけり

1294 人麻呂歌集 向かひの山に/月立てり見ゆ

1295 三笠の山に/月の舟出づ

1372 み空行く/月読をとこ

1373 菅の根見むに/月待ち難し

1374 いつしかと/我が待つ月も

8 1452 紀女郎 梅の花 /咲ける月夜に

1480 大伴書持 我がやどに/月おし照れり

1507 大伴家持 まそ鏡 /清き月夜に

1508 大伴家持 望ぐたち/清き月夜に

1552 湯原王 夕月夜/心もしのに

1569 大伴家持 清く照りたる /この月夜

1596 大伴家持 心も著く/照る月夜かも

1661 紀女郎 ひさかたの /月夜を清み

9 1691 夜中にわきて/照る月の

1701 聞こゆる空を/月渡る見ゆ

1712 ぬばたまの/夜渡る月の

1714 淀める淀に /月の影見ゆ

1719 照る月を/雲な隠しそ

1761 朝月夜 /明けまく惜しみ

1763 夜隠りに/出で来る月の

1807 望月の/足れる面わに

10 1874 夕月夜 /清く照るらむ

1875 夕月夜 /おほつかなしも

1876 うつろふ月を/いつとか待たむ

1887 三笠の山に/月も出でぬかも

1889 毛桃の下に/月夜さし

1943 月夜良み/鳴くほととぎす

1953 五月山/卯の花月夜

2010 人麻呂歌集 仰ぎて待たむ/月人をとこ

2025 人麻呂歌集 万代に/照るべき月も

2043 舟漕ぎ渡る/月人をとこ

2051 白真弓　　月人をとこ

2131 月を良み/雁が音聞こゆ

2202 月人の/楓の枝の

2223 月の舟浮け　　月人をとこ

2224 聞こゆる空ゆ/月立ち渡る

2225 さやかに見よと/月は照るらし

2226 心なき/秋の月夜の

2227 天雲はれて/月夜さやけし

2228 月夜の清き/恋増さらくに

2229 九月の/有明の月夜

2298 秋風吹きて/月傾きぬ

2299 秋の夜の/月かも君は

2300 九月の/有明の月夜

2306 しぐれ降る/暁月夜

2325 ひさかたの/清き月夜に

2332 さ夜ふけば /出で来む月を

2349 月夜良み/夕々見せむ

11 2353 人麻呂歌集 あかねさし/照れる月夜に

2420 人麻呂歌集 月見れば /国は同じそ

2450 人麻呂歌集 雲間より/さ渡る月の

2460 人麻呂歌集 この月の面に/雲なたなびき

2461 人麻呂歌集 山のはを/追ひ出づる月の

2462 人麻呂歌集 まそ鏡 /照り出づる月の

2463 人麻呂歌集 ひさかたの/天照る月の

2464 人麻呂歌集 三日月の/さやにも見えず

2500 人麻呂歌集 朝月の日/向かふ黄楊櫛

2512 人麻呂歌集 三諸の山に/立つ月の

2618 月夜良み/妹に逢はむと

2664 夕月夜 /暁闇の

巻 番号 作者
11 2665 月しあれば /明くらむ分きも

2666 木の葉隠れる /月待つごとし

2667 居りし間に/月傾きぬ

2668 二上に/隠らふ月の

2669 清き月夜に/雲なたなびき

2670 まそ鏡 /清き月夜の

2671 今夜の /有明の月夜

2672 月の空なる/恋もするかも

2673 ぬばたまの/夜渡る月の

2679 窓越しに/月おし照りて

2811 まそ鏡 /照れる月夜も

2820 さ夜ふけて/出で来し月の

2821 木の間より/うつろふ月の

12 3002 山より出づる/月待つと

3003 夕月夜 /暁闇の

3004 照る月の /失せなむ日こそ

3005 十五日に /出でにし月の

3006 月夜良み/門に出で立ち

3007 ぬばたまの /夜渡る月の

3008 夕月を/いつかと君を

3169 光にいませ/月待ちがてり

3207 照る月の/飽かざる君や

3208 ひさかたの/清き月夜も

13 3231 月も日も /かはらひぬとも

3234 天地と/日月と共に

3245 月読の/持てるをち水

3246 天なるや/月日のごとく

3276 月待つと /人には言ひて

3324 望月の/たたはしけむと

14 3395 小筑波の/嶺ろに月立し

3565 宇良野の山に/月片寄るも

15 3599 月読の/光を清み

3611 柿本人麻呂 漕ぎ出て渡る/月人をとこ

3622 月読の/光を清み

3623 山のはに/月傾けば

3650 ひさかたの/天照る月は

3651 ぬばたまの/夜渡る月は

3658 夕月夜 /影立ち寄り合ひ

3671 ぬばたまの/夜渡る月に

3672 ひさかたの/月は照りたり

3698 天ざかる/鄙にも月は

16 3803 山のはゆ/出で来る月の

17 3900 大伴家持 まそ鏡 /清き月夜に

3955 土師道良 二上山に/月傾きぬ

3988 大伴家持 ぬばたまの/月に向かひて

4029 大伴家持 長浜の浦に/月照りにけり

18 4054 大伴家持 燈火を/月夜になそへ

4060 粟田女王 月待ちて/家には行かむ

4072 大伴家持 ぬばたまの/夜渡る月を

4073 大伴池主 月見れば /同じ国なり

4076 大伴家持 月見れば /同じき里を

4134 大伴家持 雪の上に/照れる月夜に

19 4160 大伴家持 照る月も/満ち欠けしけり

4166 大伴家持 暁の/月に向かひて

4177 大伴家持 夕さらば /月に向かひて

4181 大伴家持 さ夜ふけて/暁月に

4192 大伴家持 夕月夜/かそけき野辺に

4206 大伴家持 この浜に/月夜飽きてむ

4254 大伴家持 天地 /日月と共に

20 4311 大伴家持 うら待ち居るに/月傾きぬ

4413 大伴部真足女 背ろがまき来む/月の知らなく

4453 大伴家持 花の庭 /清き月夜に

4486 大炊王 天地を/照らす日月の

4489 甘南備伊香 ぬばたまの/今夜の月夜

万葉集の月歌
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